
北海道大学大学院環境科学院

大学院環境科学院

平成20年度～22年度

年 次 報 告 書



ーー甲 

 

北海道大学大学院環境科学院 

年次報告書 平成２０年度〜２２年度 

 

目次 

 

はじめに     .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 1 

 

I 組織 

  １ 沿革     .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3 

  ２ 教員組織   .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 5 

  ３ 事務組織    .  .  .  .  .  .  .  .  .  .11

  ４ 各種委員会    .  .  .  .  .  .  .  .  .  .12 

 

II 学生の受入 

  ５ 入学試験    .  .  .  .  .  .  .  .  .  .16 

  ６ 学生定員と現員の推移  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .17 

  ７ 留学生数の推移と支援体制  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .19 

 

III 教育活動 

  ８ 専攻・コース編成   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .23 

     ９ カリキュラム編成            .  .  .  .  .  .  .  .  .  .24 

    １０ 公開コースの開催        .  .  .  .  .  .  .  .  .  .27 

 

IV 成果 

 １１ 学位取得状況    .  .  .  .  .  .  .  .  .  .34 

 １２ 研究成果発表状況   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .54 

 １３ 修了後の進路   .  .  .  .  .  .  .  .  .  106 

 

V 補遺 

 １４ 規程     .  .  .  .  .  .  .  .  .  111 

 １５ 予算     .  .  .  .  .  .  .  .  .  115 

 １６ 安全管理       .  .  .  .  .  .  .  .  .  116 

 １７ 国際交流（交流協定）  .  .  .  .  .  .  .  .  .  117 





ーー甲 

 

は じ め に

 

北海道大学は、平成１７年に大学院組織に対して、教 

育を担う学院と教員が所属して研究を行う研究院とい 

う二本立ての枠組みを導入いたしました。教育組織で 

ある環境科学院はこの枠組みを利用し、基盤部局であ 

る地球環境科学研究院（平成１７年度発足）に、水産科学研究院、低温科学

研究所、電子科学研究所、触媒化学研究センター、北方生物圏フィールド科

学センター、サステイナビリティ学教育研究センターの学内組織、ならびに

学外の連携機関として防災科学技術研究所を加え、総勢１５０余名の教員が

参画した全学的・総合的な環境科学の大学院として平成１７年４月１日に発

足いたしました。また、平成１９年度からは創成科学共同研究機構の教員も

参画されています。平成２２年度末現在において６年が経過し、すでに多く

の修士課程ならびに博士後期課程学生が巣立っております。また、参画教員

の連携のもと、正規カリキュラムの充実はもとより、外部資金によるさまざ

まな教育プログラムも推進してまいりました。環境科学院では、この機に学

院の評価と将来計画のための基礎データを公表する目的で年次報告書を発行

することにいたしました。前半の３年間については、法人としての中期目標

期間の中間評価として公表しておりますので、本報告書では平成２０年度〜

２２年度の活動を整理し、学院の発展のための基礎資料としたく存じます。 

 北海道大学大学院環境科学院 学院長 嶋津克明 
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は じ め に
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関として防災科学技術研究所を加え、総勢１５０余名の教員が参画した全学

的・総合的な環境科学の大学院として平成１７年４月１日に発足いたしまし

た。また、平成１９年度からは創成科学共同研究機構の教員も参画されてい

ます。平成２２年度末現在において６年が経過し、すでに多くの修士課程な

らびに博士後期課程学生が巣立っております。また、参画教員の連携のもと、
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北海道大学大学院環境科学院 学院長 嶋津克明 
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１ 沿革 

大学院環境科学研究科         

1977（昭和 52 年）  4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程， 環境保全学

専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54 年）  4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55 年）  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62 年） 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63 年）  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

大学院地球環境科学研究科         

1993（平成 5 年）  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期課

程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6 年）  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7 年）  3 月 16 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8 年）   2 月 9 日 連合王国ノッチンガム大学と部局間交流協定を締結（～2002（平成 14 年）2 月 6 日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580 ㎡）竣工 

1997（平成 9 年） 10 月 17 日 ネパール王国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10 年）  1 月 16 日 マレーシアサバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結（～ 2003（平成 15 年 1 月 15 日）

2000（平成 12 年）  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282 ㎡）竣工 

 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

大学院環境科学院     

2005（平成 17 年）  4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），

生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課），環境物質科学専攻（修士課程，博士後期課程）

が設置される 

2006（平成 18 年）  8 月 26 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19 年）  6 月 13 日 スイス連邦工科大学チューリッヒ校と大学間交流協定を締結 

2008（平成 20 年）  7 月 31 日 中華人民共和国廈門大学海洋科学・環境科学院と部局間交流協定を締結 

10 月 1 日 パキスタンカラチ大学と部局間交流協定を締結  

12 月 1 日 ロシア極東地質学研究所と部局間交流協定を締結      

12 月 2 日 ロシア科学アカデミーシベリア支部・寒冷圏生物研究所と部局間交流協定を締結 

12 月 3 日 ロシア連邦サハ共和国ヤクーツク国立大学と部局間交流協定を締結 

12 月 11 日 インドネシアイスラム大学と部局間交流協定を締結  

2009（平成 21 年）  2 月 18 日 モンゴル科学アカデミー地理学研究所と部局間交流協定を締結 

 2 月 18 日 モンゴル国立大学生態学研究科と部局間交流協定を締結 

 2 月 19 日 モンゴル国家気象水文環境監視省水文気象研究所と部局間交流協定を締結 

12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 

2010（平成 22 年）  2 月 1 日 ロシア科学アカデミーシベリア支部・メリニコフ永久凍土研究所と部局間交流協定を締結 

 2 月 1 日 ロシア科学アカデミーシベリア支部・北方先住民族研究所と部局間交流協定を締結 

10 月 24 日 ネパール王国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

12 月 13 日 自由大学（オランダ）と部局間交流協定を締結 

2011（平成 23 年） 

 

 

 

 1 月 6 日 ロシア連邦チュメニ石油ガス大学及びロシア科学アカデミーチュメニサイエンスセンターと

部局間交流協定を締結 

 4 月 1 日 大学院環境科学院のコースを一部再編 

 4 月 13 日 大学院環境科学院と(株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

12 月 15 日 大学院環境科学院と環境中間支援４団体との間で連携協定を締結 
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１−２ 歴代研究科長、学院長 

職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52 年）4月 1 日～1979（昭和 54 年）3月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54 年）4月 1 日～1980（昭和 55 年）3月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55 年）4月 1 日～1982（昭和 57 年）3月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57 年）4月 1 日～1986（昭和 61 年）3月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61 年）4月 1 日～1990（平成 2年） 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2 年） 4 月 1 日～1992（平成 4年） 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4 年） 4 月 1 日～1993（平成 5年） 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5 年） 4 月 1 日～1995（平成 7年） 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7 年） 4 月 1 日～1998（平成 10 年）3月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10 年）4月 1 日～2002（平成 14 年）3月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14 年）4月 1 日～2005（平成 17 年）3月 31 日 

大学院環境科学院長 池 田 元 美  2005（平成 17 年）4月 1 日～2007（平成 19 年）3月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19 年）4月 1 日～2009（平成 21 年）3月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21 年）4月 1 日～2011（平成 23 年）3月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23 年）4月 1 日～2013（平成 25 年）3月 31 日 
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２ 教員組織 

 

平成20年度 

 

学院長 岩熊 敏夫      

副学院長 南川 雅男      

副学院長 嶋津 克明      

      21.4.1 現在

専攻 課題・コース 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手

  

地球温暖化 

南川 雅男 露崎 史朗       

環境起学専攻 
ｸﾞﾚｰﾍﾞﾗﾙﾌ･

ｷﾞｭﾝﾀｰ 
渡辺  豊       

    鈴木 光次       

  
大気オゾン 

長谷部文雄 廣川  淳       

専攻長           

東  正剛 生物共生系と 

その数理モデ

ル研究 

東  正剛     佐竹 暁子  

  高田 壯則         

  
水循環 

山﨑 孝治       

  笹 賀一郎         

  

環境修復 

田中 俊逸 新岡  正   藏崎 正明   

  古月 文志 沖野 龍文       

    豊田 和弘       

  

共生システム

創成・低炭素社

会創成 

池田 元美 石川  守     

  小野 有五 山中 康裕      

    藤井 賢彦      

   
ﾌﾞﾗｲﾓｰ 

ｱﾃﾞﾓﾗ･ｶﾓﾙ 
    

  
陸圏環境科学 

平川 一臣 渡邉 悌二   澤柿 教伸   

地球圏科学       串田 圭司   

専攻 

物質循環・ 

環境変遷学 

杉本 敦子 山本 正伸   入野 智久   

  乗木新一郎 長尾 誠也   宮﨑 雄三   

専攻長 吉川 久幸 中塚  武       

藤吉 康志 河村 公隆 西岡  純      

  

雪氷・寒冷圏 

科学 

藤吉 康志 石川 信敬 杉山  慎 石井 吉之   

  渡辺  力 白澤 邦男   兒玉 裕二   

  佐藤 篤司 白岩 孝行   曽根 敏雄   

    中井 専人   河村 俊行   

        的場 澄人   

        下山  宏   

        飯塚 芳徳   

  
大気海洋物

理・ 

気候力学 

久保川 厚 谷本 陽一 中村 知裕 水田 元太   

  江淵 直人 藤原 正智   深町  康   

  三寺 史夫 青木  茂   豊田 威信   

  大島慶一郎     川島 正行   

  

惑星系物質科学 

香内  晃 渡部 直樹   日髙  宏   

  

  

本堂 武夫

古川 義純

佐﨑  元
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生物多様性科学 

戸田 正憲 工藤  岳   大舘 智志   

生物圏科学           

専攻 
生態遺伝学 

木村 正人 鈴木  仁     吉田 磨仁

  大原  雅 三浦  徹       

専攻長 

環境分子生物学 

微生物生態学 

森川 正章 奥山英登志   鷲尾 健司   

山田 敏彦 福井  学 山崎 健一   片桐 千仭   

    笠原 康裕   落合 正則   

        小島 久弥   

  
植物生態学 

甲山 隆司 春木 雅寛   久保 拓弥   

  原 登志彦 隅田 明洋   小野 清美   

  
動物生態学 

岩熊 敏夫 野田 隆史      

            

  
海洋生物生産 

環境学 

岸   道郎 工藤  勲       

  門谷  茂         

  久万 健志         

  

水圏環境生物学 

上田  宏 宗原 弘幸   山本  潤   

  本村 泰三 宮下 和士   四ツ倉典滋   

  山羽 悦郎 長里千香子   傳法  隆   

  仲岡 雅裕         

  

森林圏環境学 

佐藤 冬樹 秋林 幸男   村上 正志 夏目 俊二

  神沼公三郎 車  柱榮   野村  睦   

  日浦  勉 門松 昌彦   高木健太郎   

  齊藤   隆 野田 真人   吉田 俊也   

    柴田 英昭       

    植村  滋       

    揚妻 直樹      

  
耕地圏環境学 

荒木  肇 秦    寛   平田 聡之 高橋  誠

  山田 敏彦 鈴木 啓太   星野洋一郎   

  
生体物質科学 

坂入 信夫 山田 幸司   梅澤 大樹   

環境物質科学 松田 冬彦         

専攻 

ナノ環境材料 

嶋津 克明 神谷 裕一   中田  耕   

  中村  博 小西 克明       

専攻長   吉田  登       

松田 冬彦 
光電子科学 

中村 貴義 中林 孝和   飯森 俊文   

  太田 信廣 芥川 智行   野呂真一郎   

  
環境触媒化学 

大澤 雅俊 叶   深   山方  啓   

  大谷 文章 阿部  竜   天野 史章   

     ※斜体は特任教員を示す
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平成21年度 

 

学院長 南川 雅男      

副学院長 嶋津 克明      

副学院長 久保川 厚      

       21.4.1 現在

専攻 課題・コース 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手

  

地球温暖化 

南川 雅男 露崎 史朗       

環境起学専攻 
ｸﾞﾚｰﾍﾞﾗﾙﾌ･

ｷﾞｭﾝﾀｰ 
渡辺  豊       

    鈴木 光次       

  
大気オゾン 

長谷部文雄 廣川  淳       

専攻長           

高田 壯則 生物共生系と 

その数理モデル 

研究 

東  正剛     佐竹 暁子  

  高田 壯則         

  
水循環 

山﨑 孝治     佐藤 友徳  

  笹 賀一郎         

  

環境修復 

田中 俊逸 新岡  正   藏崎 正明   

  古月 文志 沖野 龍文       

    豊田 和弘       

  
共生システム

創成・低炭素社

会創成 

池田 元美 石川  守   根岸淳二郎  

  小野 有五 山中 康裕      

  
ﾌﾞﾗｲﾓｰ 

ｱﾃﾞﾓﾗ･ｶﾓﾙ 
藤井 賢彦     

  
陸圏環境科学 

平川 一臣 渡邉 悌二   澤柿 教伸   

地球圏科学       串田 圭司   

専攻 

物質循環・ 

環境変遷学 

杉本 敦子 山本 正伸   入野 智久   

  乗木新一郎 西岡  純   宮﨑 雄三   

専攻長 吉川 久幸 関   宰       

平川 一臣 河村 公隆        

  

雪氷・寒冷圏 

科学 

藤吉 康志 白澤 邦男 杉山  慎 石井 吉之   

  渡辺  力 白岩 孝行   兒玉 裕二   

  佐藤 篤司 中井 専人   曽根 敏雄   

        的場 澄人   

        下山  宏   

        飯塚 芳徳   

  

大気海洋物理・ 

気候力学 

久保川 厚 谷本 陽一 中村 知裕 水田 元太   

  江淵 直人 藤原 正智   深町  康   

  三寺 史夫 青木  茂   豊田 威信   

  大島慶一郎 堀之内 武   川島 正行   

  

惑星系物質科学 

香内  晃 渡部 直樹   日髙  宏   

  本堂 武夫 佐﨑  元       

  古川 義純         
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生物多様性科学 

戸田 正憲 工藤  岳   大舘 智志   

生物圏科学           

専攻 
生態遺伝学 

木村 正人 鈴木  仁     吉田 磨仁

  大原  雅 三浦  徹       

専攻長 

環境分子生物学 

微生物生態学 

森川 正章 奥山英登志   鷲尾 健司   

甲山 隆司 福井  学 山崎 健一   片桐 千仭   

    笠原 康裕   落合 正則   

        小島 久弥   

  
植物生態学 

甲山 隆司 春木 雅寛   久保 拓弥   

  原 登志彦 隅田 明洋   小野 清美   

  
動物生態学 

  野田 隆史      

            

  
海洋生物生産 

環境学 

岸   道郎 工藤  勲       

  門谷  茂         

  久万 健志         

  

水圏環境生物学 

上田  宏 宗原 弘幸   山本  潤   

  本村 泰三 宮下 和士   三谷 曜子   

  山羽 悦郎 長里千香子   四ツ倉典滋   

  仲岡 雅裕     傳法  隆   

  

森林圏環境学 

佐藤 冬樹 秋林 幸男   野村  睦 夏目 俊二

  神沼公三郎 車  柱榮   高木健太郎   

  日浦  勉 門松 昌彦   中路 達郎   

  齊藤   隆 柴田 英昭   岸田  治   

    植村  滋   中村 誠宏   

    揚妻 直樹       

    吉田 俊也      

  
耕地圏環境学 

荒木  肇 秦    寛   平田 聡之 高橋  誠

  山田 敏彦 鈴木 啓太   星野洋一郎   

  
生体物質科学 

坂入 信夫 山田 幸司   梅澤 大樹   

環境物質科学 松田 冬彦         

専攻 

ナノ環境材料 

嶋津 克明 神谷 裕一   中田  耕   

  中村  博 吉田  登       

専攻長 小西 克明         

中村  博 
光電子科学 

中村 貴義 中林 孝和   飯森 俊文   

  太田 信廣 芥川 智行   野呂真一郎   

  
環境触媒化学 

大澤 雅俊 叶   深   山方  啓   

  大谷 文章 阿部  竜   天野 史章   

     ※斜体は特任教員を示す
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平成22年度 

 

学院長 南川 雅男      

副学院長 嶋津 克明      

副学院長 久保川 厚      

       22.4.1 現在

専攻 課題・コース 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手

  

地球温暖化 

南川 雅男 露崎 史朗       

環境起学専攻 
ｸﾞﾚｰﾍﾞﾗﾙﾌ･

ｷﾞｭﾝﾀｰ 
渡辺  豊       

    鈴木 光次       

  
大気オゾン 

長谷部文雄 廣川  淳       

専攻長           

山﨑 孝治 生物共生系と 

その数理モデ

ル研究 

東  正剛     佐竹 暁子  

  高田 壯則         

  
水循環 

山﨑 孝治     佐藤 友徳  

  笹 賀一郎         

  

環境修復 

田中 俊逸 新岡  正   藏崎 正明   

  古月 文志 沖野 龍文       

    豊田 和弘       

  

共生システム

創成・低炭素社

会創成 

小野 有五 石川  守   根岸淳二郎  

  田中 教幸 山中 康裕   岡田 直資   

  
ﾌﾞﾗｲﾓｰ 

ｱﾃﾞﾓﾗ･ｶﾓﾙ 
藤井 賢彦   戸田  求  

        宮﨑  真   

  
陸圏環境科学 

平川 一臣 渡邉 悌二   澤柿 教伸   

地球圏科学           

専攻 

物質循環・ 

環境変遷学 

杉本 敦子 山本 正伸   入野 智久   

  吉川 久幸 山下 洋平   亀山 宗彦   

専攻長 河村 公隆 西岡  純   宮﨑 雄三   

河村 公隆   関   宰   岩花  剛   

        濱田 洋平   

  

雪氷・寒冷圏 

科学 

藤吉 康志 白澤 邦男 杉山  慎 石井 吉之   

  渡辺  力 白岩 孝行   兒玉 裕二   

  佐藤 篤司 中井 専人   曽根 敏雄   

        的場 澄人   

        下山  宏   

        飯塚 芳徳   

  

大気海洋物理・ 

気候力学 

久保川 厚 谷本 陽一 中村 知裕 水田 元太   

  江淵 直人 藤原 正智   深町  康   

  三寺 史夫 青木  茂   豊田 威信   

  大島慶一郎 堀之内 武   川島 正行   
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生物多様性科学 

戸田 正憲 工藤  岳   大舘 智志   

生物圏科学           

専攻 
生態遺伝学 

木村 正人 鈴木  仁     吉田 磨仁

  大原  雅 三浦  徹       

専攻長 

環境分子生物学 

微生物生態学 

森川 正章 奥山英登志   鷲尾 健司   

岸   道郎 福井  学 山崎 健一   三輪 京子   

    笠原 康裕   小島 久弥   

    落合 正則       

  

植物生態学 

甲山 隆司 春木 雅寛   久保 拓弥   

  原 登志彦 隅田 明洋   小野 清美   

        長谷川成明   

  
動物生態学 

  野田 隆史   小泉 逸郎   

            

  海洋生物生産 

環境学 

岸   道郎 工藤  勲   上野 洋路   

  門谷  茂         

  

水圏環境生物学 

上田  宏 宗原 弘幸   山本  潤   

  本村 泰三 宮下 和士   三谷 曜子   

  山羽 悦郎 長里千香子   四ツ倉典滋   

  仲岡 雅裕     傳法  隆   

  

森林圏環境学 

佐藤 冬樹 車  柱榮   野村  睦 夏目 俊二

  神沼公三郎 門松 昌彦   高木健太郎   

  日浦  勉 柴田 英昭   中路 達郎   

  齊藤   隆 植村  滋   岸田  治   

    揚妻 直樹   中村 誠宏   

    吉田 俊也   福澤加里部   

  
耕地圏環境学 

荒木  肇 秦    寛   平田 聡之 高橋  誠

  山田 敏彦     星野洋一郎   

  
生体物質科学 

坂入 信夫 山田 幸司   梅澤 大樹   

環境物質科学 松田 冬彦         

専攻 

ナノ環境材料 

嶋津 克明 神谷 裕一   中田  耕   

  中村  博 吉田  登   七分 勇勝   

専攻長 小西 克明 川口 俊一       

小西 克明 
光電子科学 

中村 貴義 中林 孝和   飯森 俊文   

  太田 信廣     野呂真一郎   

  
環境触媒化学 

大澤 雅俊 叶   深   山方  啓   

  大谷 文章 阿部  竜   天野 史章   

     ※斜体は特任教員を示す
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３ 事務組織 

平成２０年度 

環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

  総 務 堀田 文雄 岩部 もゆみ 三浦  司   辻本 裕子（事務補助員）

事務長 学術助成 林  健治 
濱  勝博 

永澤 弘子 
      

遠山 節徳 会 計 佐藤 上総 佐藤 永晃 赤渕 崇弘 小林 康子   

  図 書 小峯 邦夫         

 

平成２１年度 

環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

  総 務 森下 高志   三浦  司 犬塚 晶由里 辻本 裕子（事務補助員）

事務長 学術助成 林  健治 濱  勝博 高嶋 和希   塚辺 由貴（事務補助員）

遠山 節徳 会 計 佐藤 上総 沖田 正彦 小林 康子   猪俣 法子（事務補助員）

  図 書 竹鼻 敏治         

 

GCOE ユニット 特任助教 事務補佐員 

拠点リーダー 
岡田 直資 山下 哲平 

秋田 玲希 尾高 有紀 小笠原 のぞみ 

山中 康裕 田名邊 由美子 石田 えり子   

 

平成２２年度 

環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 嘱託職員 契約職員等 

  総 務 濱  勝博   犬塚 晶由里   辻本 裕子（事務補佐員）

事務長 学術助成 今村 浩史   高嶋 和希 早川 唯雄 塚辺 由貴（事務補助員）

久保  修 会 計 柴野  仁 沖田 正彦 小林 康子   井筒菜津美（事務補助員）

  図 書 竹鼻 敏治         

 

GCOE ユニット 特任助教 

特定専門職員 

（GCOE コーディ

ネータ） 

事務補佐員 

拠点リーダー 
岡田 直資 朝日 克彦 

秋田 玲希 尾高 有紀 小笠原 のぞみ 

山中 康裕 堀  紘子 近藤 綾佳 倉品 佐千子 

        

GCOE環境教育研究 

交流推進室 

特定専門職員 

（GCOE 上級コ

ーディネータ） 

特定専門職員 

（GCOE コーディ

ネータ） 

博士研究員 事務補佐員  

中村 一樹 吉村 暢彦 佐藤 祐介 沢田石 誠  
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４ 各種委員会 

平成２０年度 

委員会名 環境起学 
地球圏 

科学 

生物圏 

科学 

環境物質 

科学 
副学院長 職指定 職指定

事務選出 

委員 
事務所掌 備考 

専攻長会議 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長   総務担当   

学院人事委員会 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長   総務担当   

教務委員会 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長   学術助成担当   

入試委員会 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長   学術助成担当   

点検評価委員会 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長 事務長 総務担当   

将来計画委員会 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長   総務担当   

安全管理委員会 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長

事務長・  

会計係長 
会計担当   

環境委員会 東  正剛 藤吉 康志 山田 敏彦 松田 冬彦 
南川雅男

嶋津克明
学院長 専攻長   会計担当   

広報委員会 豊田 和弘 澤柿 教伸 野田 隆史 山田 幸司         総務担当   

WEB サイト管理 

委員会 
露﨑 史朗 

渡辺  力 久保 拓弥

山田 幸司   

学院長

（ｵﾌﾞｻﾞ

ｰﾊﾞｰ）

    総務担当   
澤柿 教伸 吉田 磨仁

学生委員会 渡辺  豊 平川 一臣 木村 正人 中村  博         学術助成担当   

課題・コース代表 露崎 史朗 平川 一臣 戸田 正憲 坂入 信夫             

教員  長谷部文雄 杉本 敦子 大原  雅 中村  博             

  高田 壯則 藤吉 康志 福井  学 中村 貴義             

  笹 賀一郎 久保川 厚 甲山 隆司 大澤 雅俊             

  沖野 龍文 古川 義純 野田 隆史               

  池田 元美   門谷  茂               

      山羽 悦郎               

      神沼公三郎               

      山田 敏彦               

          H20.4.1
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平成２１年度 

委員会名 環境起学 
地球圏 

科学 

生物圏 

科学 

環境物質

科学 
副学院長 職指定 職指定 

事務選出

委員 
事務所掌 備考 

専攻長会議 髙田 壯則 平川 一臣 甲山 隆司 中村  博
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   総務担当

  

学院人事委員会 髙田 壯則 平川 一臣 甲山 隆司 中村  博
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   総務担当

  

教務委員会 古月 文志 澤柿 教伸 木村 正人 小西 克明
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長     学術助成担当

  

入試委員会 髙田 壯則 平川 一臣 甲山 隆司 中村  博
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   学術助成担当

  

点検評価委員会 髙田 壯則 平川 一臣 甲山 隆司 中村  博
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長 事務長 総務担当

  

将来計画委員会 髙田 壯則 平川 一臣 甲山 隆司 中村  博
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   総務担当

  

安全管理委員会 髙田 壯則 平川 一臣 甲山 隆司 中村  博
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長 

事務長・ 

会計係長 
会計担当

  

環境委員会 髙田 壯則 平川 一臣 甲山 隆司 中村  博
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   会計担当

  

広報委員会 豊田 和弘 堀之内 武 野田 隆史 神谷 裕一         総務担当   

WEB サイト管理 

委員会 
露﨑 史朗 

渡辺  力 久保 拓弥

山田 幸司   

学院長

（ｵﾌﾞｻﾞ

ｰﾊﾞｰ）

    総務担当   
澤柿 教伸 吉田 磨仁

学生委員会 長谷部文雄 平川 一臣 木村 正人 中村  博         学術助成担当   

留学生支援 

委員会 
池田 元美 藤吉 康志 森川 正章 坂入 信夫

嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長       ※１ 

人材育成委員会 東   正剛 藤吉 康志 甲山 隆司 松田 冬彦
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長

      
※２ 

課題・コース代表 鈴木 光次 平川 一臣 戸田 正憲 松田 冬彦             

教員 廣川   淳 杉本 敦子 木村 正人 小西 克明             

  髙田 壯則 藤吉 康志 森川 正章 太田 信廣             

  山﨑 孝治 大島慶一郎 原 登志彦 大谷 文章             

  豊田 和弘 古川 義純 野田 隆史               

  山中 康裕   岸  道郎               

      上田   宏               

      齊藤  隆               

      山田 敏彦               

          H21.4.1

※１ （ＧＣＯＥ委員）山中 康裕・杉本 敦子・古月 文志・（農学研究院）長谷川 周一 

※２ （ＧＣＯＥ委員）山中 康裕・杉本 敦子・大原  雅・（農学研究院）長谷川 周一 
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 平成２２年度 

委員会名 環境起学 
地球圏 

科学 

生物圏 

科学 

環境物質

科学 
副学院長 職指定 職指定 

事務選出

委員 
事務所掌 備  考

専攻長会議 山﨑 孝治 河村 公隆 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   総務担当

  

学院人事委員会 山﨑 孝治 河村 公隆 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   総務担当

  

教務委員会 長谷部 文雄 杉本 敦子 木村 正人 坂入 信夫
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長     学術助成担当

  

入試委員会 山﨑 孝治 河村 公隆 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   学術助成担当

  

点検評価委員会 山﨑 孝治 河村 公隆 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長 事務長 総務担当

  

将来計画委員会 山﨑 孝治 河村 公隆 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   総務担当

  

安全管理委員会 山﨑 孝治 河村 公隆 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長 

事務長・ 

会計係長 
会計担当

  

環境委員会 山﨑 孝治 河村 公隆 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長 専攻長   会計担当

  

広報委員会 廣川  淳 堀之内 武 野田 隆史 神谷 裕一         総務担当   

WEB サイト管理 

委員会 
露崎 史朗 

豊田 威信 久保 拓弥

川口 俊一   

学院長 

（ｵﾌﾞｻﾞ

ｰﾊﾞｰ）

    総務担当   
澤柿 教伸 吉田 磨仁

学生委員会 高田 壯則 吉川 久幸 木村 正人 小西 克明         学術助成担当   

留学生支援 

委員会 
古月 文志 藤吉 康志 森川 正章 坂入 信夫

嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長

      
※１ 

人材育成委員会 東  正剛 鈴木 光次 岸  道郎 小西 克明 
嶋津 克明 

久保川 厚 
学院長

      
※２ 

課題・コース代表 渡辺  豊 渡邉 悌二 戸田 正憲 坂入 信夫             

教員 長谷部文雄 山本 正伸 大原  雅 中村  博             

  東  正剛 藤吉 康志 森川 正章 中村 貴義             

  笹 賀一郎 三寺 史夫 甲山 隆司 大谷 文章             

  田中 俊逸   野田 隆史               

  小野 有五   門谷  茂               

      仲岡 雅裕               

      神沼公三郎               

      山田 敏彦               

          H22.4.1

※１ （ＧＣＯＥ委員）山中 康裕・杉本 敦子 （農学研究院）秋元 信一 

※２ （ＧＣＯＥ委員）山中 康裕・杉本 敦子・大原  雅 （農学研究院）秋元 信一 
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II 学生の受入 
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５ 入学試験 

 
平成２０年度 
秋季入試：博士後期課程  平成１９年８月３０日（木） 
  修士（博士前期）課程 平成１９年８月３０日（木）・３１日（金） 
春季入試：博士後期課程  平成２０年２月２８日（木） 
  修士（博士前期）課程 平成２０年２月２８日（木）・２９日（金） 
入試説明会 第１回  平成１９年５月２７日（日）・２９日（火） 

 第２回  平成１９年１２月１６日（日）・１８日（火） 
 
平成２１年度 
秋季入試：博士後期課程  平成２０年８月２８日（木） 
  修士（博士前期）課程 平成２０年８月２８日（木）・２９日（金） 
春季入試：博士後期課程  平成２１年３月２日（月） 
  修士（博士前期）課程 平成２１年３月２日（月）・３日（火） 
入試説明会： 第１回  平成２０年５月２４日（土）・２５日（日）・２７日（火） 

 第２回  平成２０年１２月１９日（金） 
  平成２１年２月６日（金）・２２日（日） 

 
平成２２年度 
秋季入試：博士後期課程  平成２１年８月２６日（木） 
  修士（博士前期）課程 平成２１年８月２６日（木）・２７日（金） 
春季入試：博士後期課程  平成２２年３月１日（火） 
  修士（博士前期）課程 平成２２年３月１日（火）・２日（水） 
入試説明会 第１回  平成２１年５月２３日（土）・２４日（日）・２７日（水） 

 第２回  平成２１年１２月１２日（土）・１３日（日）・１５日（火） 
 
平成２３年度 
秋季入試：博士後期課程  平成２２年８月２６日（木） 
  修士（博士前期）課程 平成２２年８月２６日（木）・２７日（金） 
春季入試：博士後期課程  平成２３年３月１日（火） 
  修士（博士前期）課程 平成２３年３月１日（火）・２日（水） 
入試説明会 第１回  平成２２年５月２２日（土）・２３日（日）・２６日（水） 

 第２回  平成２２年１１月２７日（土）・２８日（日）・１２月７日（火） 
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６ 学生定員と現員の推移 

 

６−１．入学定員 

 ①博士後期課程                       （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 15 15 15 

地球圏科学専攻 15 15 14 

生物圏科学専攻 23 23 23 

環境物質科学専攻 11 11 11 

計 64 64 63 

 

②修士課程（博士前期課程）                 （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 44 44 44 

地球圏科学専攻 37 37 35 

生物圏科学専攻 52 52 52 

環境物質科学専攻 28 28 28 

計 161 161 159 

 

 

６−２．入学者数 

 ①博士後期課程                     （単位：人（％）） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 6（40％） 11（73％） 13（87％） 

地球圏科学専攻 13（87％） 11（73％） 11（79％） 

生物圏科学専攻 15（65％） 17（74％） 18（78％） 

環境物質科学専攻 7（64％） 6（55％） 6（55％） 

計 41（64％） 45（70％） 48（76％） 

 

②修士課程（博士前期課程）               （単位：人（％）） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 32（73％） 41（93％） 20（45％） 

地球圏科学専攻 36（97％） 27（73％） 26（74％） 

生物圏科学専攻 56（108％） 40（77％） 43（84％） 

環境物質科学専攻 25（89％） 27（96％） 24（86％） 

計 149（93％） 135（84％） 113（71％） 

 （注）（ ）は、入学定員に対する充足率を示す。 

 （注）１０月入学者数を含む。 
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６−３．在籍者数  

①博士後期課程 

地球環境科学研究科                    （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

地圏環境科学専攻 2 2 - 

生態環境科学専攻 5 4 - 

物質環境科学専攻 2 2 - 

大気海洋圏環境科学専攻 3 1 - 

計 12 9 - 

環境科学院                        （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 21 25 31 

地球圏科学専攻 35 41 43 

生物圏科学専攻 64 66 60 

環境物質科学専攻 24 21 22 

計 144 153 156 

 

②修士課程（博士前期課程） 

地球環境科学研究科                    （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

地圏環境科学専攻   - 

生態環境科学専攻   - 

物質環境科学専攻 1  - 

大気海洋圏環境科学専攻   - 

計 1 0 - 

環境科学院                        （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 58 72 63 

地球圏科学専攻 65 66 55 

生物圏科学専攻 103 100 88 

環境物質科学専攻 50 53 53 

計 276 291 259 

（注）各年度５月１日現在の数 
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７ 留学生数の推移と支援体制 

 

７−１ 留学生数（全体） 

①博士後期課程 

地球環境科学研究科                    （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

地圏環境科学専攻 1 1 - 

生態環境科学専攻   - 

物質環境科学専攻   - 

大気海洋圏環境科学専攻   - 

計 1 1 - 

環境科学院                        （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 9 9 9 

地球圏科学専攻 4 9 13 

生物圏科学専攻 6 6 9 

環境物質科学専攻 10 8 8 

計 29 32 39 

 

②修士課程（博士前期課程） 

地球環境科学研究科                    （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

地圏環境科学専攻   - 

生態環境科学専攻   - 

物質環境科学専攻   - 

大気海洋圏環境科学専攻   - 

計 0 0 - 

環境科学院                        （単位：人） 

専 攻 20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

環境起学専攻 4 5 5 

地球圏科学専攻 2 2 3 

生物圏科学専攻 2 4 4 

環境物質科学専攻 4 5 6 

計 12 16 18 

（注）各年度５月１日現在の数 
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７-２留学生数（国別）  

                                （単位：人） 

地域 
日本語による 

国名・地域名 

20【2008】年度 21【2009】年度 22【2010】年度 

博士 

後期 
修士 

博士 

後期 
修士 

博士 

後期 
修士 

アジア 

インド 3   3   3   

インドネシア 4 1 3 3 3 2 

タイ   1     1 1 

台湾 1 1 1       

ネパール 2 1 3   2 1 

バングラデシ

ュ 
3 1 7   5   

フィリピン 1   2   3 1 

ブルネイ       1   1 

マレーシア   1     1   

モンゴル     2   3   

韓国 3   2   3   

中国 10 4 7 8 10 8 

アフリカ 

ガーナ       1 1 1 

ナイジェリア 1   1   1 1 

ベナン         1   

大洋州 フィジー   1   1     

北米 
アメリカ合衆

国 
          1 

中南米 
ブラジル   1 1   1   

ボリビア 1           

ヨーロッパ 

セルビア       1   1 

ブルガリア 1           

ロシア     1   1   

英国       1     

 計 30 12 33 16 39 18 

（注）各年度５月１日現在の数 

（注）地球環境科学研究科・環境科学院の合計 
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７−３ 留学生の支援体制 

 

(1) 留学生支援委員会 

(2) 北海道大学国際本部の私費留学生特待制度による博士後期課程生の支援 

(3) 留学生担当事務補佐員 1名の配置 

(4) 専任留学生サポーターの設置 

 

-21-



ーー甲 

 

 

 

 

 

 

 

III 教育活動 
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８ 専攻・コース編成 

以下の４専攻を置き、各専攻は複数のコースで編成する。 

 

環境起学専攻（２コース） 

  先駆コース  

  統合コース（修士課程のみ） 

    ただし、コースにかかわらず以下の５課題を置く  

   【地球温暖化・大気オゾン・生物共生系とその数理モデル研究・ 

   水循環・環境修復】 

 

地球圏科学専攻（４コース）   

  陸圏環境科学コース      

  物質循環・環境変遷学コース      

  雪氷・寒冷圏科学コース      

  大気海洋物理・気候力学コース      

       

生物圏科学専攻（９コース） 

  生物多様性科学コース      

  生態遺伝学コース      

  環境分子生物学・微生物生態学コース    

  植物生態学コース      

  動物生態学コース      

  海洋生物生産環境学コース      

  水圏環境生物学コース      

  森林圏環境学コース      

  耕地圏環境学コース      

       

環境物質科学専攻（４コース）  

  生体物質科学コース      

  ナノ環境材料コース      

  光電子科学コース      

  環境触媒化学コース      
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９ カリキュラム編成 

 
修了要件 

修士課程：  必修科目 12 単位を含み，合計 30 単位以上を修得すること 
  ただし、環境物質科学専攻においては、必修科目 18 単位，選択必修科目から 8 単位以上を

含み，合計 30 単位以上を修得すること。ただし，環境物質科学実習Ⅰ及び環境物質科学実習Ⅱ

の単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 
博士後期課程： 必修科目 12 単位を修得すること 
 
 
 
環境起学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
 ・環境起学論文講読Ⅰ 4 単位 
 ・環境起学特別研究Ⅰ  8 単位 
（選択科目） ※実習・演習は 4 単位、他は 2 単位 
 ・環境科学基礎論 地球環境科学総論 
 ・地球温暖化総論 環境修復学総論 オゾン層破壊・紫外線影響評価総論 生態系機能学総

論 水循環学総論 共生システム創成学総論 
 ・地球温暖化メカニズム特論 地球温暖化物質科学特論 地球温暖化生態学特論 成層圏オ

ゾン変動特論 対流圏広域汚染特論 保全生態学特論 環境保全学特論 水資源物理学特

論 流域環境学特論 環境修復学特論 環境修復研究法特論 野外環境学特論 生物資源

環境学特論 環境解析学特論 国際コミュニケーション法特論  
 ・地球温暖化対策特別講義 環境国際関係論特別講義 環境社会学特別講義 
 ・環境解析法演習 国際コミュニケーション法演習 環境保全教育法演習 統合環境観測法

実習 統合環境調査法実習 環境保全教育法実習 統合環境分析法実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
 ・環境起学論文講読Ⅱ 4 単位 
 ・環境起学特別研究Ⅱ 8 単位 
 
 
地球圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
 ・地球圏科学論文講読Ⅰ 4 単位 
 ・地球圏科学特別研究Ⅰ  8 単位 
（選択科目） ※実習・演習は 4 単位、他は 2 単位 
 ・古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 
  ・第四紀環境変動特論 山岳環境科学特論 陸域環境統合システム特論 陸圏物質循環学特
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論 古気候変動学特論 大気圏化学特論 化学海洋学特論 海洋堆積学特論 環境分析化

学特論 生物地球科学特論 氷河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 

応用雪氷学特論 大気環境科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気

候変動特論 気候モデリング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 惑星系物質

科学特論 雪氷物性学特論 宇宙雪氷学特論 遠隔情報学特論 
 ・地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 
 ・地球圏科学演習Ⅰ  地球圏科学演習Ⅱ 地球圏科学実習Ⅰ 地球圏科学実習Ⅱ 地球雪氷

学実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
 ・地球圏科学論文講読Ⅱ 4 単位 
 ・地球圏科学特別研究Ⅱ 8 単位 
 
 
生物圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
 ・生物圏科学論文講読Ⅰ 4 単位 
 ・生物圏科学特別研究Ⅰ  8 単位 
（選択科目） ※実習は 4 単位、他は 2 単位 
 ・多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 生物生産学基礎論 
 ・多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
 ・生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
 ・生物圏科学実習Ⅰ 生物圏科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
 ・生物圏科学論文講読Ⅱ 4 単位 
 ・生物圏科学特別研究Ⅱ 8 単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
 ・環境物質科科学論文講読Ⅰ 4 単位 
 ・環境物質科科学特別研究Ⅰ  8 単位 
 ・環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ  環境物質科学基礎論Ⅲ 各 2 単位 
（選択必修科目）各 2 単位 
 ・分子環境学特論Ⅰ 資源分子化学特論 化学物質影響学特論 環境生態化学特論 環境触

媒学特論 分子機能材料特論 ナノ構造制御化学特論 光分子化学特論 電子材料科学特

論 光触媒化学特論 表面機能科学特論 反応制御化学特論 
（選択科目） ※実習は 4 単位、他は 2 単位 
 ・分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ  
 ・環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 
 ・境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
 ・環境物質科科学論文講読Ⅱ 4 単位 
 ・環境物質科科学特別研究Ⅱ 8 単位 
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１０ 公開コースの開催 

 

 

１０−１ 南極学カリキュラム 
 

南極学カリキュラムとは、極地や寒冷圏における環境や物性、生態系について 総合的に学ぶ教

育プログラムであり、国際的な雪氷圏科学教育のコンソーシアムである国際南極大学

（International Antarctic Institute）と提携してプログラムを提供している。プログラムは、

極地研究のエキスパートを講師に招い て坐学形式で行う南極学特別講義とスイス氷河やオホ

ーツク海沿岸海氷域など のフィールドで実地に行う南極学特別実習、および各専攻の寒冷科学

関連講義 から構成され、所定の単位数を履修した学生には南極学修了証書(Diploma of 

Antarctic Science)が授与される。 

 

各講義の履修者数、および南極学修了証書の取得者数 

 

     平成20年度   平成21年度  成22年度 

南極学特別講義I         53     43    34 

南極学特別講義II       17   18   15 

南極学特別実習I       8     9     10 

南極学特別実習II      14       6      －（実施せず） 

南極学特別実習III     18     22    32 

南極学修了証書         6     11        6 

 

 

１０−２ JENESYSプログラム 
 

2009 年、2010 年度に学術振興会の経費を得てアジアの修士課程学生を対象とした半年間の教育

プログラムを実施した。 

 

2009 年度 

「実習とセミナーを中心とした環境保全対策リーダー養成プログラム」 

実施期間：平成２１年１０月 ～ 平成２２年３月（６ヶ月） 

参加者：インドネシアからの 5 名の留学生 

・Nidya Ravenska    パランカラヤ大学 

・Delvira Jayatri P    イスラムインドネシア大学 

・Lina Mahardiani    ガジャマダ大学 

・Aster Rahayu     アンダラス大学 

・Tania Avianda Gusman  ガジャマダ大学 

プログラム内容： 

9月29日 プログラム参加者が来日し、南新川留学生会館に入寮 

10月1日 プログラムガイダンス･各種手続き 

10月5日 授業・セミナー等開始 

10月8日 開プログラム式（学院長、副学院長、専攻長、プログラム担当者出席） 

3月23日 修了研究発表会 
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3月25日 修了証書授与式（学院長、副学院長、専攻長、プログラム担当者出席）、修了祝賀会 

3月31日 プログラム終了 

実施科目： 

○ 環境修復学特論（週１回） 

○ 環境科学基礎論（１２月集中） 

○ 地球温暖化メカニズム基礎論（週１回） 

○ 国際コミュニケーション特論（週１回） 

○ 環境社会学（週１回） 

○ 日本語学習（希望者のみ） 

○ 統合環境分析法実習（週２日、10 テーマ） 

○ 環境物質科学実習（１月集中、7 テーマ） 

○ 雨竜研究林実習（３月集中）（ツアーゼミの一環として） 

○ 国際コミュニケーション実習（２週に１回） 

○ 環境修復課題セミナー（月２回） 

○ ツアーゼミ（２，３月に実施） 

  北海道にある環境保全施設等の見学。他大学、高専の見学と交流 

水道科学館（札幌） 

白石清掃工場（札幌） 

PCB 廃棄物処理事業（室蘭） 

弘前大学理工学部、函館高専見学（弘前、函館） 

○ Environmental Science Seminar in English（月１回） 

特別研究 

10 月末にテーマ、指導教員を決定し、研究を開始 

・ Leaching of Antimony from PET bottle plastic of Indonesia, Japan, France and USA Companies (Aster 

Rahayu) 

・ Concentration of Heavy Metal on Snow Fall in Sapporo City (Delvira Jayatri Prasasti) 

・ Remediation of Ground Water Polluted with Nitrate using Anion Exchange Resin and Heterogeneous Catalyst 

(Lina Mahardiani) 

・ Ecotoxicity Assay of Antifouling Natural Products to Green Microalgae and to Marine Diatom (Nidya 

Ravenska) 

・ Adsorption and Desorption Characteristics of Copper Ion on Sludge Produced from Drinking Water 

Treatment (Tania Avianda Gusman) 

 

2010 年度 

「ラボ実習とフィールド実習から学ぶ環境保全対策リーダー養成プログラム」 

実施期間：平成２２年１０月 ～ 平成２３年３月（６ヶ月） 

参加者：参加者：インドネシア、フィリピン、インド学生 合計６名 

・Fina Fransisca, Palangka Raya Univ. 

・Awaluddin Nurmiyanto,  Gajdah Mada Univ.,  

・Satya Candra Wibawa Sakti, Gajdah Mada Univ.,   

・Julius Adam V. Lopez, Univ. of Phillipines-Diliman, 

・Maria Charmela D. Ates, Univ. of Phillipines-Visayas, 

・Vipin A.K., Cochin Univ. of Science and Technology,  
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プログラム内容： 

9月29,30日 プログラム参加者が来日 

10月1日 プログラム参加者 南新川留学生会館に入寮 

10月1日 開プログラム式（学院長、副学院長、専攻長、プログラム担当者出席） 

10月1日 プログラムガイダンス･各種手続き 

10月4日 授業・セミナー等開始 

3月23日 特別研究発表 

3月24日 修了証書授与式（学院長、副学院長、専攻長、プログラム担当者出席）、 修了祝賀会 

3月31日 プログラム終了 
実施科目： 

○ 環境修復学特論（週１回） 

○ 環境科学基礎論（１１～１２月集中） 

○ 地球温暖化メカニズム基礎論（週１回） 

○ 国際コミュニケーション特論（週１回） 

○ 環境社会学（週１回） 

○ 日本語学習（希望者のみ） 

○ 統合環境分析法実習（週２日、10テーマ） 

○ 環境物質科学実習（１月集中、7テーマ） 

○ 国際コミュニケーション実習（２週に１回） 

○ 環境修復課題セミナー（月２回） 

○ ツアーゼミ（２，３月に実施） 

北海道にある環境保全施設等の見学と他大学の見学と交流 

１） 下水道科学館（札幌） 

２） 関西学院大学ワークショップ参加（大阪） 

３） 京都大学人間・環境学研究科訪問（京都） 

○ Environmental Science Seminar in English（月１回） 

特別研究 

10月末にテーマ、指導教員を決定し、研究を開始 

・ Remediation of groundwater polluted with nitrate (NO3
-) by photo-catalytic reduction over metal-loaded 

semiconductor photo-catalysts (Awaluddin Nurmiyanto) 

・ Control specific Gravity of alginate gel beads for easy collection of adsorbent from bottom sediment and 

water (Fina Fransisca)  

・ Preparation of Aminomagnetite and Imprinted aminomagnetite via sol-gel method (Satya Candra Wibawa 

Sakti) 

・ Effects of Pyrene on Apoptosis in PC12 cells (Maria Charmela Dadole Ates) 

・ Anti-influenza constituents from the sponge-associated bacteria, Quadrisphaera granulorum (Julius Adam 

Velasco Lopez) 

・ Modification of alginate-CNT beads with chitosan (Adawan Kiliankil Vipin) 
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１０−３ 持続可能な低炭素社会づくりに向けた教育プログラムの策定及び国際

枠組みの構築に関する研究・提言 
 

本プロジェクトでは、環境科学院及び公共政策大学院、国際本部の連携により、北海道大学に

おけるサステナビリティ・ウィークや国際シンポジウム、市民セミナー等の開催、修士課程レ

ベルの教育プログラムの充実（環境科学院・公共政策大学院共通シラバスの作成、大学院共通

授業・市民公開講座の実施等）、低炭素社会の形成に関する教育の実施及び政策提言を行なった。 

 

プロジェクトの主な実施状況 

(1) 大学院共通授業・市民公開講座「持続可能な低炭素社会」受講者数 

平成20年度：約50名（大学院生35名、市民15名） 

平成21年度：約100名（大学院生70名、市民30名） 

平成22年度：約130名（大学院生80名、市民50名） 

(2) サステナビリティ・ウィーク 

平成20年度：平成20年6月23日～7月11日開催、50企画、参加者数6,399人 

平成21年度：平成21年11月1日～11月18日開催、33企画、参加者数8,440人 

平成22年度：平成22年10月25日～11月7日開催、47企画、参加者数11,196人 

(3) 持続可能な社会に関する教科書の作成 

 日本語5冊、英語1冊（「持続可能な低炭素社会」（日・英）、「環境経済学講義」、「地球的問題

の政治学」、「国際公共財の政治経済学」、「創造的政策としての地方分権」） 

(4) 研究・政策提言 

・平成21年度サステナビリティ・ウィークにおいて、感染症、オホーツク海、東アジア環境経

済協力、食糧・エネルギー自給、水の国際開発援助に係る5つの提言を作成した。 

・大学院生の参加を得て、サステナブル・キャンパスに関する研究活動を実施すると共に、低

炭素社会形成研究として北海道をフィールドとするバイオマス利活用研究やインドネシア泥炭

地域からのCO2排出抑制に関する研究等を行なった。 

 

 

 

１０−４ 海外サマースクール 
 
グローバル COE プログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」では、シベリア、

モンゴル、インドネシアに海外フィールド観測拠点を設置し、観測研究を推進している。これ

らの各地域のかかえる問題を広い視野から理解し、問題に取り組む能力を養うことを目的とし

て、広範な専門分野の講義や観測・分析の実習を行う海外フィールド観測サマースクールを同

プログラム主催で実施した。学生や若手研究者自身が企画を分担し、受講生として、また講師

として参加することによって、実践的な研究者の育成を目指している。 
 
2009 年度 

2009 IFES-GCOE Field Science Short Course at Yakutsk, Russia 
Taiga forest ecosystem on permafrost  
-- Role of permafrost zone in a global change -- 
2009 年 IFES-GCOE 国際野外実習（ロシアヤクーツク） 
期間： 平成21年8月1日～7日 
場所：ロシア・サハ共和国・ヤクーツク郊外 ヤクーツク寒冷圏生物学研究所 スパスカヤパッ

ド実験林 
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応募者：39名(海外3カ国) 
参加者：北大10名(うち環境科学院学生5名)、国内1名、海外11名(3カ国)、計22名 
講師：9名 
 
2010 年度 

2010 IFES-GCOE Field Summer School, Mongolia 
Sustainable Ecosystem Usage of Eurasian Ecotone, Mongolia 
 2010 年 モンゴルフィールドサマースクール 
〜ユーラシア・エコトーン：モンゴルにおける生態系の持続的利用〜 
期間：平成 22 年 7 月 16 日～26 日 
場所：モンゴル・ウランバートル モンゴル国立大学および気象水文研究所、ウランバートル周    

辺 
応募者：73 名(海外 11 カ国) 
参加者：北大 10 名(うち環境科学院学生 8 名)、国内 2 名、海外 9 名(2 カ国)、計 21 名 
講師：16 名 
 

 

 

１０−５ 国際サマースクール 
 
博士後期課程の大学院生に将来における国際的・学術的国際プロジェクトを牽引できるような

研究者としての能力を身につけてもらうことを目的とし、日本および国外の大学院生が一緒に

フィールド研究の方法を学ぶ国際サマースクールを、グローバルCOEプログラム「統合フィー

ルド環境科学の教育研究拠点形成」（平成２０年度～２４年度）の主催で実施した。フィールド

での調査観測技術の習得、参加者による各自の研究のポスター発表、研究課題・計画に関する

トレーニング、英語でのグループ討論、発表・議論などを行った。 
 
2009年度 
GCOE-INeT International Summer School 2009 “Frontiers in Ecosystem Ecology of Northern Forest” 
GCOE-INeT国際サマースクール2009「北方林における生態系生態学の最前線」 
期間：平成21年6月14日～20日 
場所：北方生物圏フィールド科学センター天塩研究林、中川研究林、雨竜研究林、札幌キャン

パス 
応募者：24名（海外10ヶ国） 
参加者：北大7名(うち環境科学院学生4名)、海外12名(10カ国)、計19名 
講師、スタッフ：8名 
 
2010年度 
GCOE-INeT International Summer School 2010 “Cascading interactions among ecosystems” 
GCOE-INeT国際サマースクール2010「生態系の連鎖的相互作用」 
期間：平成22年6月19日～7月1日 
場所：北方生物圏フィールド科学センター厚岸臨海実験所およびその周辺、札幌キャンパス 
応募者：55名(海外22カ国)  
参加者：北大8名(うち環境科学院学生6名)、海外13名(13カ国)、計21名 
講師、スタッフ：13 名 
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１０−６ 公開ラボ実習 

 
公開ラボ実習とは、グローバル COE プログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」

が主催して、学生や若手研究者に対して、分析技術実習および周辺学問分野の講義を行うもの

である。参加者は全国の大学院・大学に対して公募した。一部の実習は英語で実施され、海外

からの参加者および JENESYS プログラム参加者も受講した。企画実習生は、自ら提案した企画

がカリキュラムの一部として採用され、運営に主体的に関わる参加者である。 
 
2008 年度 

(1) GCOE 安定同位体実習（平成 20 年 11 月 17 日～21 日、応募者：36 名、参加者：企画実習生

6 名、受講生 12 名、計 18 名(うち環境科学院学生 10 名)） 
 
2009 年度 

(1) GCOE 安定同位体実習（平成 21 年 10 月 19 日～23 日、応募者：23 名、参加者：企画実習生

4 名、受講生 9 名、計 13 名(うち環境科学院学生 7 名)) 
(2) GCOE 環境生物学実習 I,II（平成 22 年 1 月 18, 20～22 日, 参加者：3 名(内訳、環境科学院学

生(留学生)1 名、国内他大学 1 名、海外 1 名)） 
(3) GCOE環境物質科学ラボ実習“Laboratory Training Course of Environmental Materials Science”(平

成 22 年 1 月 18 日～21 日, 参加者 7 名(すべて留学生、環境科学院学生 1 名、同研究生 1 名、

JENESYS プログラム参加者 5 名) 
 

2010 年度 

(1) GCOE 安定同位体実習（平成 22 年 10 月 25 日～29 日、応募者：19 名、参加者：企画実習

生 4 名、受講生１２名、計 16 名。参加者の内訳は、北大 12 名(うち環境科学院学生 7 名、

うち留学生 2 名)、国内他大学 2 名、海外 2 名(2 カ国)) 
(2) GCOE 環境生物学実習 I,II,III（平成 22 年 11 月 11 日～25 日、 参加者：5 名(うち環境科学院

学生 3 名、うち留学生 4 名)） 
(3) GCOE 環境物質科学ラボ実習“Laboratory Training Course of Environmental Materials Science”(平

成 23 年１月 24 日～27 日、参加者：7 名(すべて留学生、北大他部局学生１名、JENESYS プ

ログラム参加者 6 名)) 
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１１ 学位取得状況 

１１−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻（博士課程は先駆コースのみ） 

 

平成20年度 

Construction of an alkaline tephrostratigraphical framework of the late Quaternary in Japan by INAA-scanning of marine 
sediment cores（海底堆積物コアの放射化分析による第四紀後期の日本のアルカリ岩質テフラ層序の構築）  

任 忠完  

環境汚染物質の除去を指向した機能性素材の開発 曾根 弘昭 

Effects of solar UV radiation and iron on bacterial community composition in western North Pacific（西部北太平洋における

細菌群集構造に対する太陽光紫外線と鉄の影響） 片岡 剛文 

 

平成21年度 

棘皮動物幼生の変態誘起物質 松浦 裕志 （論文博士） 

Cytotoxicity of Multi-wall Carbon Nanotubes on Plant Cells in in vitro Culture System（in vitro培養システムにおける多層

カーボンナノチューブの植物細胞に対しての細胞毒性の評価に関する研究） 譚 暁明 

Development of Novel Adsorbents for Environmental Remediation by Using Carbon Nanotubes as the Functional Sites   
（カーボンナノチューブを素材にした吸着材料の開発と環境浄化応用）于 洪文 

A model study on descending surface water at the marginal ice zone relating to Antarctic Intermediate Water（南極中層水形成

に係る氷縁域の表層水沈降を解明するモデル研究） 平池 友梨 

間伐材由来の炭素素材の吸着剤への利用ならびに凍結濃縮法を用いる水処理技術の開発に関する研究 代 英杰 

Anthropogenic Pb in marine sinking particles studied by stable isotope of Pb and biomarker（鉛同位体とバイオマーカーを

用いた西部北太平洋における海洋 降粒子中の人為起源鉛に関する研究） 永岡 大輔 

Conservation biology on endangered salmonid species Sakhalin taimen Hucho perryi inhabiting river basins of eastern 
Hokkaido（北海道東部の河川に生息する絶滅危惧サケ科魚種イトウの保全生物学） 野本 和宏 

Studies on Toxicity of Multi-Wall Carbon Nanotubes on Plants（植物におけるカーボンナノチューブの毒性影響評価） 

林 春 

 

平成22年度 

Cell viability of phytoplankton in the Northwest Pacific Ocean（北西太平洋域における植物プランクトンの細胞死）  

早川 真紀 

Hydroclimatology of Nepal in relation to Atmospheric Circulations and Indices（ネパールの水文気候とそれに関係する大

気循環と指標） Madan SIGDEL（論文博士） 

 

 

地球圏科学専攻 

 

平成20年度 

Formation and maintenance processes of a thick cloud band over the northern part of the Sea of Japan during the cold air 
outbreaks（冬季日本海北部に発生する太い筋雲の形成・維持機構） 大竹 秀明 

Ice-Ocean Coupled Systems Driven by Wind Forcing（風により駆動される海氷海洋結合システムの研究） 川口 悠介 
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平成21年度 

Numerical Study on the Atmospheric Response to Meso-Scale Sea Surface Temperature Anomalies in the Kuroshio Extension
（黒潮続流域における中規模海面水温偏差に対する大気応答の数値的研究） 古関 俊也 

A study of modulation in interannual sea-ice patterns in the Southern Ocean in association with large-scale atmospheric mode 
shift（南大洋における海氷変動パターンの変調と大気大循環パターンのシフトに関する研究） 宇田川 佑介 

Mesoscale variability along the east coast of India revealed in satellite data and OGCM（衛星データと海洋大循環モデルに

よるインド東岸に沿う中規模変動の解明） KURIEN PRESCILLA  

Photosynthetic features and primary productivity of phytoplankton in the northwestern subarctic Pacific（西部北太平洋亜寒

帯域における植物プランクトン群集の光合成特性と基礎生産力に関する研究） 伊佐田 智規 

Periglacial Geomorphological Study in the Antarctic Peninsula Region-Recognition of Antarctic Peninsula Type Periglacial 
Environment and its Characteristic Solifluction-（南極半島地域における周氷河地形学的研究―南極半島型周氷河

環境の認定とソリフラクションー） 森 淳子（論文博士） 

Roles of deep convection in the tropical tropopause layer studied using the Nonhydrostatic ICosahedral Atomospheric Model 
(NICAM)（全球非静力学モデルNICAMを用いた対流圏界面領域における深い対流の役割に関する研究）   

久保川 陽呂鎮 

Cold Trap Dehydration in the Tropical Tropopause Layer Estimated from the Water Vapor Match（水蒸気matchにより評価

された熱帯対流圏界層における水平移流に伴う脱水） 稲飯 洋一 

Atomospheric chemical studies on the distributions of dicarboxylic acids,ketocarboxylic acids and α-dicarbonyls in marine and 
biomass burning aerosols and stable isotopic composition of aerosol nitrogen and carbon（海洋エアロゾルおよびバイ

オマス燃焼エアロゾル中のジカルボン酸、ケトカルボン酸、α-ジカルボニルの分布とエアロゾル窒素・炭素の

安定同位体組成に関する大気化学的研究） Shuvashish Kundu 

西部北太平洋亜寒帯域における植物プランクトンの鉄ストレスとその応答に関する研究 齊藤 愛 

Studies on phase equilibrium states and spatial distributions of water-soluble microparticles preserved in polar ice sheets  
（極地氷床に存在する水溶性微粒子の相平衡状態および分布に関する研究） 櫻井 俊光 

A Study on Ice-bands in the Antarctic Seasonal Ice Zone using MOS MESSR Images（MOS MESSR画像による南極季節海

氷域のアイスバンドに関する研究） 石田 邦光（論文博士） 

 

平成22年度 

Late Quaternary lake-glacier interaction in the Karakul closed-basin, eastern Pamir（パミール高原東部，カラクル流域にお

ける第四紀後期の湖水位・氷河変動とその関係） 小松 哲也 

Solifluction processes controlled by formation and melting of ground ice（地中氷の形成と融解に伴うソリフラクションプ

ロセス） 松本 穂高（論文博士） 

Study on the Carbon Cycle in the Western North Pacific Subtropical Gyre using the Stable Carbon Isotope of Dissolved 
Inorganic Carbon（溶存無機炭素の炭素安定同位体を用いた西部北太平洋亜熱帯域における炭素循環に関する研

究） 高村 友海 

A study on the improvement of one-month forecasts using ensemble Kalman filter（アンサンブル・カルマンフィルタを用

いた1か月予報の改善に関する研究） 小山 博司 

Changes in ice flow regime due to proglacial lake formation in an alpine glacier（氷河前縁湖の形成に起因する山岳氷河の

流動変化） 津滝 俊 

ドップラーライダーを用いて検出した都市域に発生するダストデビル的構造をもつ鉛直渦と気流の組織構造の観

測的研究（Observational studies on dust devil-like vortices and organized airflow structures in an urban area detected by 
a 3-D scanning Doppler lidar） 藤原 忠誠 

Geomorphological studies on the first-order basins in the Siwalik Hills, Nepal（ネパール,シワリク丘陵の一次谷に関する地

形学的研究） GHIMIRE, Motilal 
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Precise sonde observations of the atomospheric temperature profile: Development of a temperature reference sonde with the 
analysis of test flight data（鉛直気温分布の精密ゾンデ観測～温度基準ゾンデの開発と試験観測データの解析～） 

清水 健作 

Temperature changes in the tropical tropopause layer（熱帯対流圏界層における気温変動）吉田 康平 

Studies on long-term variations in aerosol optical properties and direct effect by ground-based radiometers（地上日射観測に

よるエアロゾル光学特性と直接効果の長期変動に関する研究） 工藤 玲 

 

 

生物圏科学専攻  

 

平成20年度 

Resource utilization patterns of understory herbs in cool-temperate deciduous forests（冷温帯落葉広葉樹林にお

ける林床植物の資源利用様式） 井田 崇 （生物多様性）  

Regulatory Mechanisms of the Alternative Developmental Pathway in ants: Caste and Sexual Differentiation" 
（アリ類における選択的な発生経路の調節機構：カースト分化と性分化）  宮崎 智史 （生態遺伝学）  

Analysis of microbial community structure and isolation of novel sulfate-reducing bacteria, in relation to the 
petroleum hydrocarbon degradation（石油系炭化水素分解に関与する微生物群集構造の解析と新規硫酸還元

菌の分離） 東岡 由里子（環境分子生物学・微生物生態学）  

Studies on control of leaf cell cycle and its expansion by Arabidopsis transcriptional co-activator, AtMBF1  
（シロイヌナズナ転写コアクチベーターAtMBF1による葉の細胞の周期および肥大成長の調節に関する研究）   

東條 卓人（環境分子生物学・微生物生態学）  

Influence of riverine nutrient fluxes on primary production dynamics in Ishikari Bay, subarctic oligotrophic 
coastal environment of Japan（貧栄養性亜寒帯沿岸域の石狩湾における基礎生産動態に及ぼす河川起源栄養

塩の影響評価） ジュリアス イブクン アブウ アラ（Julius Ibukun AGBOOLA）（海洋生物生産環境学）  

Studies on the ability of iron storage and resting spore formation in the coastal marine diatoms（沿岸性珪藻の

鉄貯蔵能および休眠胞子形成能に関する研究） 杉江 恒二 （海洋生物生産環境学）  

亜寒帯汽水湖（火散布沼）における懸濁物食二枚貝（アサリ： Ruditapes philippinarum）の個体群動態が親生物

元素（C,N,P,Si）の循環過程に及ぼす影響  小森田 智大（海洋生物生産環境学）  

Environmental study on hydrochemistry in the Teshio watershed（天塩川流域における水質化学に関する環境科

学的研究） イレバニーナ ヨーダ ノバ（Ileva Nina Yordanova）（水圏生物学）  

Disturbance effect on diversity of understory vegetation through resource availability and herbivores    
（撹乱が資源利用可能性と植食者を介して林床植物の多様性に与える影響） 日野 貴文（森林圏環境学）  

Physiological and morphological responses of Betula ermanii to environmental stress（環境ストレスに対するダ

ケカンバの生理的・形態的応答）鈴木（田畑）あずさ（生物適応機構学）  

放射性核種を用いた北西部北太平洋における生物ポンプ能力評価に関する研究  川上 創 （論文博士）  

Reproductive traits and allocation of resources for reproduction in perennial plants during mass flowering 
（多年生植物の大量開花時における繁殖特性と繁殖器官への資源分配） 大西（宮崎）祐子（論文博士） 

 

平成21年度 

Multilocus phylogeography of the Japanese hare (Lepus brachyurus, Leporidae)（複数遺伝子座を用いたニホン

ノウサギの系統地理学的研究） 布目 三夫 （生態遺伝学）  

Population History and Mechanisms of Population Genetic Structuring of the Large Japanese Wood Mouse 
(Apodemus speciosus)（アカネズミの集団史と集団遺伝学的構造の創出メカニズムに関する研究）友澤 森彦

（生態遺伝学）  

Inter-population variation and the evolution of mating systems in Trillium camschatcense （オオバナノエンレ
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イソウにおける繁殖様式の集団分化に関する進化生態学的研究） 久保田 渉誠 （生態遺伝学）  

炭素・窒素安定同位体比を用いた亜寒帯汽水湖の生態系構造解析 梶原 瑠美子（海洋生物生産環境学）  

Stable isotopic ecology of the Japanese Scallop Patinopeten Yessoensis (Jay, 1857)（日本産ホタテガイ

Patinopeten Yessoensis（Jay, 1857）の安定同位体についての生態学的考察） AYA Frolan, Almarez（海洋

生物生産環境学）  

Studies on the cytoplasmic inheritance of mitochondria in isogamous and oogamous brown algae（同型配偶子

接合および卵生殖を行う褐藻のミトコンドリア細胞質遺伝に関する研究） 木村 圭 （水圏環境生物学）  

道東別寒辺牛川水系に生息するイトウ（Hucho perryi）成魚の季節的移動生態および生息場特性に関する研究  

本多 健太郎（水圏環境生物学）  

Mechanism of sperm storing and cryptic female choice by picking behaviour of the sperm reservoir in the 
Japanese pygmy squid（ヒメイカの精子貯蔵メカニズムと精子塊ついばみ行動による隠れたメスの選択）   

佐藤 成祥（水圏環境生物学）  

Diversity patterns and their mechanisms in stream invertebrate assemblages: focusing on effects of 
disturbance through community-level density dependence（河川底生動物群集における多様性のパターンお

よびメカニズムに関する研究：群集レベルでの密度依存性を介した撹乱の影響に注目して） 森 照貴 （森林

圏環境学）  

Study on resource selection by baleen whales using multidisciplinary ecological data（生態学的なデータを統合

的に用いたヒゲクジラ類の資源選択性に関する研究） 村瀬 弘人 （論文博士）  

Diversity of drosophilid flies in relation to forest structure, with implications for sustainable use of forest 
ecosystem（ショウジョウバエ類の多様性と森林構造との関係、および森林生態系の持続的利用上の意義）   

阿久津 公祐（論文博士）  

音響手法を用いたNeocalanus属カイアシ類の計量方法に関する研究 松倉 隆一（論文博士）  

Environmental factors affecting lacustrine phytoplankton community dynamics in Central Kalimantan- 
Indonesia（インドネシア・中央カリマンタンの三日月湖に生息する植物プランクトンの群集動態に及ぼす環

境要因） Ardianor （論文博士）  

スケトウダラ太平洋系群の資源変動におよぼす成魚期の海洋環境の影響に関する研究 志田 修（論文博士）  

Vegetation dynamics after peat mining on Sarobetsu Mire（北海道サロベツ湿原における泥炭採掘跡地の植物群

集動態） 西村 愛子（地域生態系学） 

 

平成22年度 

Establishment of an efficient in vitro culture and particle bombardment-mediated transformation systems in 
two warm season grass species, Miscanthus sinensis and Zoysia japonica（ススキおよびシバの２つの暖地

型イネ科草種における効率的な組織培養系とパーティクルボンバードメントによる形質転換系技術の確立）  

王 迅（耕地圏環境学）   

Defense strategies against herbivory and its relation to characteristics of life history in plant species（植物の被

食防衛戦略および防衛戦略に影響を与える生活史特性の解明） 石崎 智美（生態遺伝学）  

Regulatory mechanisms underlying the polyphenisms in aphids（アブラムシの表現型多型制御メカニズム）  

石川 麻乃（生態遺伝学）     

The neurological and molecular mechanisms of soldier defensive behavior in termites（兵隊シロアリの防衛行動

に関する神経分子基盤） 石川 由希（生態遺伝学） 

Regulatory mechanisms of the predator-induced polyphenism in the water flea (genus Daphnia)（ミジンコにお

ける捕食者に誘導される表現型多型の制御機構の解析） 宮川 一志（生態遺伝学）  

Facilitative effects of tussocks on plant establishment in a post-mined peatland（泥炭採掘跡地における谷地坊

主の植物定着促進効果） 小山 明日香（植物生態学）    

火散布沼（亜寒帯汽水湖）における物質循環過程の季節変動（Seasonal change of material cycling in the subarctic 
lagoon of Hichirippu（Hokkaido, Japan）） 菅 夏海（海洋生物生産環境学）  
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Spatial distribution, dynamics and recovery of wetland forest in Central Kalimantan（中部カリマンタン湿地林

の空間分布、動態と再生） Mirmanto, Edi（論文博士）  

Community structure and activity of aerobic methane oxidizing bacteria in forest soils and freshwater lakes 
（森林土壌および淡水湖沼における好気性メタン酸化細菌の群集構造と活性） 堤 正純（環境分子生物学・

微生物生態学） 

Functional cytological studies on olfactory imprinting and homing in salmon（サケの嗅覚記銘・回帰に関する機

能形態学的研究） 坂東 洋（水圏環境生物学）  

音響手法を用いたカタクチイワシ（Engraulis japonicus）仔魚の分布推定に関する研究（Spatial estimation of 
larval Japanese Anchovy (Engraulis japonicus) distribution using acoustic method） 伊藤  祐介（論文

博士） 

 

 

物質環境科学専攻 

 

平成 20 年度 

金属クラスター／金属ポルフィリン錯体複合系による酸化触媒反応に関する研究 村上 嘉崇（ナノ環境材料） 

Catalytic Conversion of Butenes over Acid Strength and Amount Controlled Silica-Supported 12- 
Tungustosilicic Acid （酸強度と酸量が制御されたシリカ担持１２－タングストケイ酸触媒によるブデン転化

反応に関する研究 ）張 晋（ナノ環境材料） 

Effect of Electric Field and Magnetic Field on photoluminescence in photoinduced Electron Transfer Systems 
（光誘起電子移動系におけるフォトルミネッセンスへの電場、磁場効果） Kamlesh Awasthi（光電子科学） 

Studies on preparation and molecular recognition property of sugar-based anionic surfactant library（アニオン

性糖質界面活性剤ライブラリーの調製と分子認識に関する研究） 田野 千春（生体物質科学） 

A study on synthetic strategy for the efficient construction of α-and β-(1-3)-branched oligosaccharides  

（効率的なα-およびβ-(1-3)-分枝オリゴ糖構築の合成戦略に関する研究） 孫 尚鉉（生体物質科学） 

環境汚染物質の除去を指向した機能性素材の開発 曽根 弘昭（生体物質科学） 

Development of System Based on Cupper-Palladium Bimetallic Catalyst for Remediation of Nitrate Polluted 
Groundwater（硝酸汚染地下の浄化システム） 王 穀（ナノ環境材料） 

Design of Selective-Oxidation Catalysts based on control of Crystal Morphology for Effective Utilization of 
Hydrocarbons（炭化水素資源有効利用のための結晶形態制御に基づく選択酸化触媒設計） 今井 裕之（論

文博士） 

 

平成 21 年度 

シクロデキストリン単分子層による界面構造と機能のナノ制御 道見 康弘（ナノ環境材料）  

Photoirradiation effects on the electrical conductivity of polycrystalline silver iodide（多結晶ヨウ化銀の電気伝

導度における光照射効果） Rahima Khaton（光電子科学） 

電極表面の吸着分子が触媒する水素発生反応機構 内田 太郎 （環境触媒科学） 

Studies on Protease Inhibitors of Freshwater Cyanobacteria（淡水産シアノバクテリアのプロテアーゼ阻害物質

に関する研究） 来生 貴也（生体物質科学） 

Studies on Hybrid Colloidal Particles with Eccentric Structures: Synthesis, Characterization and Application 
to Fabrication of Functional Materials（偏心構造をもつハイブリッドコロイド粒子の調製、構造・特性解析

および機能材料への応用に関する研究） 大沼 明（環境触媒化学） 

Quantitative Analysis of Interfacial Structures of Thin Films by Nonlinear Vibrational Spectroscopy: Effect of 
Coherent Interference（非線形振動分光法による薄膜界面構造の定量解析：コヒーレント干渉効果）     

仝 玉進 （環境触媒化学） 
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平成22年度 

Total Synthesis of 10-Isocyano-4-cadinene（10-イソシアノ-4-カジネンの全合成） 西川 慶祐（生体物質科学） 

Infrared spectroscopic studies on adsorbed nitrate and related compounds at platinum electrodes（白金電極上

の吸着硝酸イオンおよび関連物質に関する赤外分光法による研究） Farhana Rahman Rima（ナノ環境材料）  

Structure and catalytic properties of heteropoly compounds highly dispersed on silica support（シリカ担体上に

高分散したヘテロポリ化合物の構造と触媒特性） 菅野 充 （ナノ環境材料）  

Synthesis and physical properties of crown-ether included ions / ferromagnetic oxalate-bridged 
transition-metal complexes salts toward multiferroics （マルチフェロイクス実現へ向けたクラウン包接型

イオン/強磁性 シュウ酸架橋金 属錯体塩の合成と物性評価） 遠藤 格（光電子科学）  

Fabrication and quantum transport of gold nanoparticle assemblies stabilized by physisorbed π-conjugated 
molecules （π共役分子で物理吸着保護した金ナノ粒子集積体の構築と量子伝導） 野田 祐樹（光電子科学） 

 

 

１１−２ 修士論文題目一覧  

 

環境起学専攻 

 

平成20年度 

苫前の風力発電施設におけるバードストライク発生要因の解明 北野 雅人（先駆） 

Relationships between the composition of seed bank and standing vegetation on a reed swamp after wildfire（野火を受けたヨ

シ湿原における埋土種子集団と植生の構成関係について） 木村 英雄（先駆） 

環太平洋諸国へのヒアリ侵入の原因解明 紅露 周平（先駆） 

全木集材方式による未利用木質バイオマス収集コスト削減と林内物質動態への影響 永岡 彩（先駆）

北海道におけるササ類の資源化に関する研究 福田 陽一朗（先駆） 

Reconstruction of Sea Surface Temperature in the past 340,000years in the southwest Pacific（南西太平洋における過去３４

万年間の表層水温変動の復元） Ho, Sze Ling（先駆） 

Cost-benefit modelを用いた葉寿命の最適戦略基準の検討 吉田 智彦（先駆）  

Effects of fighting experience on the occurrence of downstream migratory behavior and olfactory imprinting in masu salmon, 
Oncorhynchus masou masou（サクラマスの攻撃行動経験が降河行動および嗅覚記銘に及ぼす影響） Lee, 
Shih-Pin (先駆） 

ホタテ貝殻を用いたリン回収剤の開発 竹内 雅美（先駆） 

世代間公平に注目した持続可能性指標の提案と北海道への適用 猪坂 公徳（統合） 

Quantification of N2 excess gas derived from denitrification by using passive gasses of Ar and N2 in the western North Pacific 
（不活性気体ArとN2を用いた西部北太平洋における脱窒過程の見積りに関する研究） 伊藤 昌稚（統合）

カラマツの窒素・炭素安定同位体比を用いたモンゴル森林－草原境界の環境指標 内埜 裕子（統合） 

東シベリアタイガ林の窒素循環 大杉 あい（統合） 

モンゴル遊牧民の草原劣化に対する環境意識と土地利用 小野寺 有（統合）  

エレクトロレメディエーションによる鉛汚染土壌からの鉛除去挙動 加藤 能孝（統合） 

ケニア、マザレスラムにおけるエコツーリズム開発 菊本 光子（統合） 
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Cd resistance of bacteria in Rawakalong lake in Indonesia（インドネシアラワカロン湖におけるバクテリアのCd耐性）   
小林 健一 （統合）  

マイクロサテライトDNAマーカーを用いたウミネコ（Larus crassirostris）の遺伝的構成の解析 佐保田 篤志（統合） 
 

成層圏QBOとオゾンを中心とした気候要素との関係 田口 裕貴（統合） 

産業連関表を用いた二酸化炭素排出の地域間依存に関する研究 長 邦彦（統合）  

日本のサンゴ礁データベースの作成と分析 中尾 有伸（統合） 

Parameterization of oceanic vertical distribution of dimethylsulfide in the North Pacific（北太平洋における海水中のジメチ

ルサルファイドの鉛直分布の解明に関する研究） 本間 則仁（統合）  

マテリアルフローからみた持続可能性に関する研究 ～北海道の自治体をモデルケースとして～ 宮崎 稔也（統

合）  

Water balance for agricultural production responding to climatic variability in Bangladesh（気候変動に応答するバングラデ

ッシュ農作物の水供給バランス） Karim, Mohammed Rezaul（統合）  

木質バイオマスのエネルギー利用における政策的課題 森井 康裕（統合）  

北海道における地域協働のカーボンオフセット事業モデルの検討 安本 哲郎（統合） 

 

平成21年度 

「タウンフォレスト」のあるまちづくり～北海道におけるタウンフォレストの気象緩和機能の把握と利用方法～ 
石川 紋華（先駆） 

琵琶湖コア中の水酸化物成分の化学組成変動と過去30万年間における堆積環境変遷 川島 奈那子 （先駆）

北海道沿岸に来遊するトドの肝臓及び皮下脂肪におけるPCBs全209異性体の濃度について 久保 渓女（先駆） 

Suggestions for prevention of fires in Kalimantan based on the survey on the residents' recognition and reality（住民の意識と

実態の調査に基づくカリマンタン泥炭火災の防止に向けた提案） 小菅 千絵 （先駆）  

季節変化・日変化特性に基づく日本周辺地表オゾン変動の解析 榊 裕太（先駆） 

Determinants on the litter decomposition of two early successional species（遷移初期種二種のリター分解速度規定要因）   
竹内 史子（先駆） 

身近な野鳥を用いた環境教育プログラムの開発 竹島 勇太（先駆）  

協同繁殖行動の成立条件に関するゲームモデル研究 西澤 裕文（先駆） 

Responses to ultraviolet on two plant species in the early stages of succession（遷移初期における植物2種の紫外線応答）   
平田 亜弓（先駆） 

エネルギーから見た循環型社会の構築～北海道における再生可能エネルギー100％のまちづくりを目指して～  
渡邉 真未（先駆） 

北海道大雪山永久凍土帯における湧水からみた陸面水循環過程 新井 秀典（統合） 

対流圏における気体臭素生成と大気質に与える影響 上野 晶鋭（統合） 

CO2濃度と鉄供給の増加が西部北太平洋およびベーリング海の微生物群集に及ぼす影響の評価 遠藤 寿（統合）

ごみ問題についての学校での環境教育に関する研究 王 姣（統合） 

PETボトル樹脂中に含まれるアンチモンの環境動態に関する研究 川村 英亮（統合）  

Boron concentrations in river water and effects of boron on organism（河川水中のホウ素濃度およびホウ素の生体影響評

価） 北村 昌彦（統合）  

石に集積した塩類の溶出挙動と除去方法に関する研究 楠 浩輔 （統合） 
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化学イオン化質量分析計を用いた亜硝酸濃度測定手法の開発  齋藤 亮介（統合）  

エルニーニョが台風活動に与える影響について 末永 義明（統合） 

光合成タンパク質を用いたオホーツク海および西部北太平洋における大型珪藻類の鉄ストレス評価 関口 洋祐 
（統合） 

北海道におけるミミズハゼ属の分布と分類 橋本 誠也（統合）  

航空リモートセンシングを用いた北方林における炭素貯留量の広域計測−地下部貯留量も考慮して− 平松 悠揮 
（統合）  

Comparisons of seed germination and seedling establishment between two Drosera species（モウセンゴケ属植物2種におけ

る発芽特性と実生定着の比較） 保要 有里（統合） 

中層大気大循環論を題材とした科学教育活動の実践と課題 宮田 景子（統合） 

北大キャンパスにおける有機性廃棄物の有効利活用の可能性検討 山田 健太（統合） 

Development of a biomarker for heavy metal contaminants using hepatic and renal metallothioneins in Hyposarcus pardalis 
（Hyposarcus pardalis の肝臓及び腎臓中のメタロチオネインを用いた重金属汚染バイオマーカーの開発）  

湯川 俊（統合）  

夏季アジアモンスーン域における下層ロスビー波  渡邊 武志（統合） 

  

平成22年度 

Removal of cadmium ion in water using sludge from drinking water treatment plant（浄水場から排出されるスラッジを利

用した水中のカドミウムイオンの除去） Eko Siswoyo（先駆）  

中層の乾燥大気が豪雨に及ぼす影響 大越 孝紀（先駆）   

機能化シリカ被膜マグネタイトを用いる重金属イオンの磁気分離  大島 勇人（先駆） 

モンゴルにおけるブラントハタネズミ（Microtus Brandti）の生活史に応じた植生遷移 太田  遥（先駆）

モンゴル・ウランバートル近郊草原での植生劣化と回復  小野 智郁（先駆） 

北海道長沼町グリーンツーリズムにおける農家民宿事業の現状と課題  古賀 友子（先駆）  

コンタクトプロセスを用いたクローナル植物における病原体伝播モデルの解析 酒井 佑槙（先駆） 

下水処理場周辺の河川環境中に含まれる17β-エストラジオールの調査研究 速水    悠（先駆） 

局地気象観測に関する授業の開発と実践 嶋 潤希（先駆）  

フロー型アノーディックストリッピングボルタンメトリーを用いた環境試料中の重金属測定に関する検討   

柳原 雄一郎（先駆） 

Modeling decision-making about roost selection in Fission-Fusion bat society （離散–集合社会を形成するコウモリにおけ

るねぐら選択の数理モデル） 鹿嶋 一孝（統合） 

炭素・窒素安定同位体比を用いた氾濫原水域における劣化機構の解明 ～イシガイ目とその餌資源に着目して～  
香月 弘太郎（統合） 

北海道における近年の夏の気候についての解析的研究 川田 岳（統合）  

The mechanism of toxicity on human vascular endothelial cells by humic acid obtained from tropical peatland（熱帯泥炭地で

得られたフミン酸によるヒト血管） 木原 佑介（統合） 

 さっぽろ薪プロジェクトの展開と課題 ～北海道大学における薪事業提案～  齊藤 祐（統合） 

Effects of environmental contaminants on DNA damage in BeWo cells -For development of risk assessment for future 
generation- （BeWo細胞における環境汚染物質のＤＮＡ損傷に及ぼす影響 －次世代のリスクアセスメントの構

築に向けて－） 坂田 梨紗（統合） 

北海道における土地被覆改変に対する地域的気候応答  佐々木 智規（統合）  

Impact of land-use change on carbon balance in Central Kalimantan, Indonesia（インドネシア中部カリマンタン州におけ

る土地利用変化の炭素収支への影響） 島畑 淳史（統合） 
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北方針広混交林流域における森林施業が溶存鉄およびDOCの渓流流出に与える影響 鈴木 耕平（統合）

環境科学院における環境負荷低減に向けた提言～北大キャンパスのモデルケースとして～  髙木 健一郎（統合） 

構内の水田を用いた小学校での環境教育プログラムの改善 -教科教育との連携の試み- 田沼 大和（統合）

モンゴルにおける森林火災の実態 ～人為的影響と回復過程の広域評価～ 中坂 高士（統合） 

Simulation study of traffic pattern at Shiretoko National Park in Japan（知床国立公園における交通パターンのシミュレー

ション研究）蜂谷 菜保子（統合） 

Effects of light conditions on cadmium accumulation in Raphanus sativus L. var. sativus and Raphanus sativus L. var. 
longipinnatus L. H. Bailey （ハツカダイコン、カイワレダイコンにおけるカドミウム集積能への光の影響）   

藤本 圭佑（統合） 

温泉地における環境負荷低減の可能性検討－北海道・流山温泉と夕張温泉におけるケーススタディ－ 藤原 沙弥

香（統合）  

Aspartame induces apoptosis in PC12 cells （PC12細胞におけるアスパルテームのアポトーシス誘導） 堀尾 由香莉 
（統合）  

線形計画法を用いた清掃工場の施設配置計画に関する研究 村山 直昭 （統合） 

中国における風力発電の普及促進に向けた政策提言  李 萍（統合） 

環境問題に対する大学生の知識・関心・行動からみた環境教育のあり方に関する基礎的研究  出村 沙代（統合） 

 

 

地球圏科学専攻 

 

平成20年度 

アラスカ内陸部における森林火災と樹種構成との関係 阪口 絵理奈（陸圏環境科学） 

北海道南西部の洞窟「北海洞」における洞窟学的研究 長谷川 航（陸圏環境科学） 

太陽活動が成層圏・対流圏結合に及ぼす影響 石川 泰（大気海洋物理学・気候力学） 

夏の帯状平均場の予測可能性 岩崎 聡子（大気海洋物理学・気候力学） 

冬季西部北太平洋における水温フロントと下層大気との関係 兼成 智久（大気海洋物理学・気候力学） 

南アジア地域の対流圏・下部成層圏オゾン変動の研究 小橋川 豊（大気海洋物理学・気候力学） 

エネルギー収支と渦位から見た日本海Polar Lowの発達メカニズム 嶋田 宇大（大気海洋物理学・気候力学） 

データ同化を利用した熱帯対流圏界層内における流跡線高精度化の試み 土門 優介（大気海洋物理学・気候力学） 

石狩平野における地表オゾン変動に関する研究 西村 隆（大気海洋物理学・気候力学） 

NLBMを用いた北半球大気循環の偏差場形成 安井 壯一郎（大気海洋物理学・気候力学） 

雨滴の最大粒径の気候学的特徴と出現特性 山村 育代（大気海洋物理学・気候力学） 

水の安定同位体比を用いた東シベリアタイガ林の水循環の研究 上田 哲大（物質循環・環境変遷学） 

2006～2009年に利尻島で観測された地表O₃とCO₂の混合比変動 岡 隼人（物質循環・環境変遷学） 

中国三江平原における溶存有機物の蛍光特性 鈴木 智代（物質循環・環境変遷学） 

二枚貝化石を用いた最終氷期以降の日本海表層水温・酸素同位体比の季節変動復元 多田 圭吾（物質循環・環境

変遷学） 

沖縄・辺戸岬における水溶性有機エアロゾルの組成と起源 鳥居 和洋（物質循環・環境変遷学） 

2008年夏季の南大洋における海洋炭酸系の分布と変動 比文 啓太（物質循環・環境変遷学） 

西部北太平洋における窒素固定生物の定量と窒素固定能の評価 松井 崇人（物質循環・環境変遷学） 

オホーツク海表層堆積物の有機物の起源推定研究 三上 裕（物質循環・環境変遷学） 
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西部北太平洋エアロゾル中の脂質化合物の分布 ： 父島における季節および経年変化 山口 隼人（物質循環・環

境変遷学） 

夏季札幌における大気エアロゾル中の有機炭素、黒色炭素及び水溶性有機炭素の日変動 横野 圭介（物質循環・

環境変遷学） 

アラスカ・ランゲル山雪氷コアの酸素・水素同位体比とその古気候学的意味 戸井田 武（雪氷・寒冷圏科学） 

樹冠による降雪遮断量の評価 久野 友靖（雪氷・寒冷圏科学） 

降雨を伴った融雪出水の研究 高橋 雅博（雪氷・寒冷圏科学） 

 

平成21年度 

雨縞を構成する雨滴の粒径分布特性 青木 篤史（大気海洋物理学・気候力学） 

アリューシャン列島域における潮流による鉛直混合の数値シミュレーション 阿部 祥子（大気海洋物理学・気候

力学） 

融解初期における海氷の構造特性の変化 石井 大樹（大気海洋物理学・気候力学） 

冬季冷却が道東沖暖水渦フロントに及ぼす影響 市村 拓也（大気海洋物理学・気候力学） 

ドップラーライダーを用いて観測した中層雲雲底における特異構造の解析 梅原 章仁（大気海洋物理学・気候力

学） 

チベット高原の融雪時期の変動が東アジアの夏の大気場に及ぼす影響 大佐賀 南（大気海洋物理学・気候力学） 

接地境界層における乱流の水平構造に関する観測的研究 大友 康平（大気海洋物理学・気候力学） 

地形の違いが夜間冷却過程に及ぼす影響に関する観測的研究 奥田 将基（大気海洋物理学・気候力学） 

ロス海沿岸域における海洋長期変動と淡水収支の関係 金田 麻理子（大気海洋物理学・気候力学） 

水蒸気の酸素・水素安定同位体の時間変動特性 金田 祐介（大気海洋物理学・気候力学） 

オホーツク海沿岸帯状雲の成因と構造 上庄 拓哉（大気海洋物理学・気候力学） 

2009年冬季, サロマ湖における海氷変質過程の観測研究 佐伯 立（大気海洋物理学・気候力学） 

WINDASおよびMUレーダーで明らかになった日本上空の対流圏～下部成層圏の風の日変動 坂崎 貴俊（大気海

洋物理学・気候力学） 

植生群落上に発達する大規模乱流構造のメカニズムに関する研究 高橋 翼（大気海洋物理学・気候力学） 

森林粗度層における乱流の空間スケールに関する観測的研究 正木 登（大気海洋物理学・気候力学） 

日本東方沖における総観規模擾乱に伴う大気境界層の変質に関する研究 三木 洋介（大気海洋物理学・気候力学） 

南極海におけるAMSR-E薄氷厚アルゴリズムの開発とケープダンレーポリニヤの形成変動過程の研究 宮野 なつ

み（大気海洋物理学・気候力学） 

ケープダンレー沖を中心とした東南極海域における南極底層水の特性に関する研究 山本 健喜（大気海洋物理

学・気候力学） 

過去1500年間の別府湾の古水温復元 市川 記央（物質循環・環境変遷学） 

日本海における沈降粒子中化学成分の季節・経年変動に関する研究 ～特にBaについて～ 奥 俊輔（物質循環・

環境変遷学） 

TEX86を用いた過去15万年間の南部南シナ海の古水温復元と気候感度制約のための古気候学的アプローチ 齋 博

貴（物質循環・環境変遷学） 

海洋大気中における低分子モノカルボン酸：ガス・エアロゾル相における分布とその変動要因 澤野 真規（物質

循環・環境変遷学） 
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降雨時に河川へ流出する溶存有機物の移行挙動 高畠 容子（物質循環・環境変遷学） 

樹木年輪の安定炭素同位体比を用いた東シベリアタイガ林の過去の水分環境と炭素循環の解析 鄭 峻介（物質循

環・環境変遷学） 

UK37’とTEX86による東シナ海北部の完新世水温変動の復元 中西 貴大（物質循環・環境変遷学） 

西部北太平洋亜寒帯域における基礎生産特性と環境因子との関係 野坂 裕一（物質循環・環境変遷学） 

海水の酸素・水素および全炭酸の炭素同位体比からみた沿岸域の物質循環 三好 崇也（物質循環・環境変遷学） 

南極ドームふじ地域の表面雪に含まれる不揮発性微粒子の化学組成分析 槌本 陽（雪氷・寒冷圏科学） 

積雪からのイオン流出に関する実験的研究 平野 宏和（雪氷・寒冷圏科学） 

A numerical glacier flow model for dating an ice core drilled at Aurora Peak, Alaska（氷河流動モデルによるアラスカ・オ

ーロラピーク氷コアの年代決定） 福田 武博（雪氷・寒冷圏科学） 

スイス・ローヌ氷河末端部における表面融解量の空間分布 吉澤 猛（雪氷・寒冷圏科学） 

Regional differences by an analysis of main land use/land cover and bioregional conditions in the Kyrgyz part of the 
Pamir-Alai Transboundary Conservation Area (PATCA)（パミール・アライ国際自然保全地域（PATCA）のキルギ

ス側における土地利用・土地被覆とバイオリージョンの状態に関する分析によって明らかにされた地域的差

異） Lebaiatelaite Gaunavinaka（陸圏環境科学） 

不連続永久凍土域,大雪山山頂部における微気象環境 前田 剛宏（陸圏環境科学） 

氷星間塵表面での原子反応による分子進化：ホルムアルヒド，メタノールの重水素濃集過程およびアンモニア分子

生成 渡辺 元浩（惑星系物質科学）   

 

平成22年度 

複雑地形の風下の気流構造が筋状エコーの発生に及ぼす効果 伊藤 諒（大気海洋物理学・気候力学） 

予測可能性から見たLocal Ensemble Transform Kalman Filterの性能調査 ー大気大循環モデルを用いてー 大嶋 彬

（大気海洋物理学・気候力学） 

ドップラーレーダと面相関法を用いた海氷移動ベクトルの算出と海氷域の風の抵抗係数の直接観測 大角 光司

（大気海洋物理学・気候力学） 

オホーツク海における海氷生産量の長期変動に関する研究 柏瀬 陽彦（大気海洋物理学・気候力学） 

南西諸島における強雨の長期変動に関する研究 城間 紀孝（大気海洋物理学・気候力学） 

気候監視のための高層気象観測用水蒸気センサの開発 杉立 卓治（大気海洋物理学・気候力学） 

クリル海峡における拡散係数の時間変化効果に関する研究 武内 祐樹（大気海洋物理学・気候力学） 

全球降水マップGSMaPによる降水強度場の特性と誤差要因に関する研究 田内 裕人（大気海洋物理学・気候力学） 

東部熱帯太平洋における下層雲変動の力学的要因に関する研究 寺尾 建哉（大気海洋物理学・気候力学） 

ケープダンレー沖における南極底層水の形成と流動に関する数値的研究 中山 佳洋（大気海洋物理学・気候力学） 

成層圏突然昇温に伴う空気塊の経路変化 平野 和也（大気海洋物理学・気候力学） 

熱帯の季節内振動に伴う東アジア域の降水変動の解析 本間 有慈（大気海洋物理学・気候力学） 

理想的な設定の海洋GCMにおける亜熱帯反流：混合層分布の影響 三原 草介（大気海洋物理学・気候力学） 

オホーツク海沿岸に発生する様々なスケールの渦状擾乱の検出および構造と成因 向笠 康二郎（大気海洋物理

学・気候力学） 

PIV法を用いた接地境界層における乱流構造の把握 森 文洋（大気海洋物理学・気候力学） 

北太平洋亜寒帯域の生物生産に果たす粒子態鉄の役割 金浜 幸治（物質循環・環境変遷学） 

Chemical Compositions, diurnal changes and sources of atmospheric aerosols collected at Mangshan site, north of Beijing 
（北京市郊外・マンシャンにおける大気エアロゾルの化学組成、日周変化と起源） 何 楠楠（物質循環・環

境変遷学） 
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植物体内の硝酸イオン(NO3
ー)動態 藤吉 麗（物質循環・環境変遷学） 

夏季富士山頂におけるエアロゾル中の低分子ジカルボン酸組成と生成過程に関する研究 藤原 真太郎（物質循

環・環境変遷学） 

ポット実験における植物の光合成時の炭素・酸素同位体分別 遊木 宏和（物質循環・環境変遷学） 

北方林における雪面CO2フラックスの研究 中山 達矢（雪氷・寒冷圏科学） 

防雪林の林帯構造と防風防雪機能の関係 島村 誠（雪氷・寒冷圏科学） 

ドリル法と電磁誘導法より得られる海氷厚から海氷上の積雪深を推定する方法について 杉本 風子（雪氷・寒冷

圏科学） 

アラスカ・オーロラピークアイスコアの化学解析による過去274年間の環境変動復元 對馬 あかね（雪氷・寒冷

圏科学） 

ネパールヒマラヤ・ヤラ氷河における近年の氷厚および流動変化 刀根 賢太（雪氷・寒冷圏科学） 

 

 

生物圏科学専攻 

 

平成20年度 

Indirect effects of a high-level predator, Sorex unguiculatus (Soricidae,Mammalia), on a microbial community 
in soil ecosystem of a cool-temperate forest in Hokkaido（冷温帯林の土壌生態系における高次捕食者オオア

シトガリネズミが土壌微生物群集に及ぼす間接効果） 山本 佳奈 (生物多様性科学) 

Reproductive system and population structure in a mast seeding and clonal herb, Veratrum album subsp. 
oxysepalum （一斉開花するクローナル植物バイケイソウの繁殖様式と個体群構造） 加藤 優希 (生態遺伝

学)  

Spatial and temporal aspects of Japanese moles inferred from the mitochondrial and nuclear gene sequences 
（分子データに基づく日本産モグラ類の進化的多様性） 桐原 崇 (生態遺伝学)  

Developmental studies on mandibular morphogenesis in the stag beetle -environmental effect and hormonal 
control- （クワガタの大顎形成に関する発生学的研究 -環境条件と内分泌制御に注目して-） 後藤 寛貴 (生
態遺伝学)  

The Structures and Functions of the Soldier-Specific Exocrine Glands in Termites（シロアリにおける兵隊特異

的外分泌腺の構造と機能） 長田 光司 (生態遺伝学)  

Insulin Signaling Pathway Responsible for the Soldier Differentiation in a Damp-Wood Termite Hodotermopsis 
sjostedti （オオシロアリの兵隊分化におけるインスリンシグナリングの役割） 服部 章子 (生態遺伝学) 

ANAMMOX細菌のグラニュール形成に関するプロテオミック解析 東條 ふゆみ（環境分子生物学・微生物生態学)  

バイオフィルムを利用した持続的ナフタレン分解技術の基盤開発  嶋田 恒平 (環境分子生物学・分微生物生態学)  

大腸菌のVBNC状態関与遺伝子のゲノムワイドスクリーニング 鶴谷 安弘 (環境分子生物学・微生物生態学)  

Staphylococcus属細菌のバイオフィルム形成における尿素分解酵素の役割 大木 海平 (環境分子生物学・微生物生

態学)  

北海道沿岸の原油汚染を想定した原地性バイオオーグメンテーションについての研究 永井 元規 (環境分子生物

学・微生物生態学)  

Isolation and characterization of turbine oil-degrading bacterial consortia（タービン油分解菌群の取得とその特

性） 細川 玲亜 (環境分子生物学・微生物生態学)  

植物を用いたグルココルチコイド様物質検出バイオセンサーの開発 溝渕 正紘 (環境分子生物学・微生物生態学)  

Influences of environmental conditions on photosynthesis of juvenile trees in Hokkaido(北海道における稚樹の

光合成に及ぼす環境条件の影響) Edgard Silva (植物生態学)  
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落葉広葉樹２種の一次枝集団動態 白崎 智大 (植物生態学)  

異なる生育温度におけるダケカンバの葉のフェノロジーとアクアポリン量の変化 高山 縁 (植物生態学)  

Comparison of lake ecosystems in a sand dune forest at Wakasakanai, northern Hokkaido, in relation to land 
development (開発影響を受ける稚咲内砂丘林の湖沼間の生態系の比較)  口町 紗英子 (動物生態学)  

放浪型シワクシケアリ女王の適応的意義 濱崎 眞克 (動物生態学)  

Acorn barnacle population dynamics: an analysis of seasonal and spatial variability of processes determining 
growth rate(イワフジツボの個体群動態：増加率を決定するプロセスの季節・空間変動性の解析)  深谷 肇一 
(動物生態学)  

土地利用形態を考慮した流出解析モデルによる十勝川水系の栄養塩供給機構の解析 岩波 秀晃 (海洋生物生産環

境学)  

沿岸海域の魚類資源量指標としての海底堆積物中のリン 表 倫子 (海洋生物生産環境学)  

噴火湾の従属栄養細菌に対するウイルス溶菌の影響 角田 衣里 (海洋生物生産環境学)  

天塩川感潮域における生物生産構造の特徴―シジミの生産環境から見た評価― 佐藤 尚哉 (海洋生物生産環境学)  

サロマ湖における貧酸素水塊の消長とそのホタテ貝生産への影響 中澤 広幸 (海洋生物生産環境学)  

亜寒帯汽水湖（風蓮湖）の低次生物生産環境の変遷―酪農業が与えたインパクトの評価― 真名垣 友樹 (海洋生物

生産環境学)  

海洋堆積物中の生物起源シリカを指標とした北海道沿岸域の基礎生産力の歴史的変遷 日高 康晴 (海洋生物生産

環境学)  

オホーツク海におけるハナサキガニ浮遊幼生の分散シミュレーション 藤田 恒太 (海洋生物生産環境学)  

北太平洋亜寒帯域中央部におけるアラスカンストリームによる鉄輸送量の評価 藤田 聡志 (海洋生物生産環境学)  

Environmental biological studies on the origin of dissolved free amino acids in stream water（河川水中の溶存

遊離アミノ酸の起源に関する環境生物学的研究） 石沢 清華 (水圏環境生物学)  

Environmental biological studies on the production of dissolved free amino acids in biofilm using radioisotope
（放射性同位体を用いたバイオフィルムが生産する溶存遊離アミノ酸に関する環境生物学的研究） 板垣 英
祐 (水圏環境生物学)  

Cytological study on early development of zoospores in brown algae, Laminaria japonica and Alaria 
crassifolia(褐藻マコンブ (Laminaria japonica)，チガイソ(Alaria crassifolia)の遊走子発生過程における細胞

学的研究) 大友 啓資 (水圏環境生物学)  

Animal behavioral studies on upstream migration of chum salmon in the Toyohira River (豊平川におけるシロ

ザケの遡上行動に関する動物行動学的研究) 今野 義文（水圏環境生物学）  

クリプト藻Pyrenomonas helgolandiiにおける核分裂及びヌクレオモルフ分裂の微細構造学的観察とDNA合成期

の解析 佐藤 友則 (水圏環境生物学)  

北海道噴火湾におけるスケトウダラTheragra chalcogramma稚魚の分布環境に関する研究 松本 宙 (水圏環境生

物学)  

Evaluation of endemism of the sika deer (Cervus nippon) in Yakushima based on morphological 
characteristics : in comparison with related island populations（形態的特徴に基づいた屋久島に生息するニ

ホンジカ(Cervus nippon)の固有性の評価：九州及び周辺島嶼個体群との比較）寺田 千里 (森林圏環境学)  

Seasonal changes in proline level and tannase activity in feces of three rodent species in the wild in the context 
of overcoming detrimental effects of acorn tannin (三種類の野ネズミにおける糞中プロリン量と糞中タンナ

ーゼ活性の季節変化-ドングリに含まれるタンニン毒性回避メカニズムと関連づけて-)  西井 絵里子 (森林

圏環境学)  

日本列島におけるブナの窒素利用効率の地理変異 野村 遼介 (森林圏環境学)  

植物群集初期遷移において実生の移入に影響する要因に関する研究 前田 浩輔 (森林圏環境学)  

北方針広混交林における皆伐が渓流水質に与える影響 山中 大士 (森林圏環境学)  

アカネズミにおける Multiple paternity -エゾヤチネズミと比較して- 若林 紘子 (森林圏環境学)  
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傾斜放牧地での肉牛の定置放牧における牧草生産、家畜生産および窒素循環 中山 俊聡 (耕地圏科学)  

北海道のキイチゴ属野生種と栽培品種における果実成分と栽培特性に関する評価並びに雑種育成に関する研究  

羽根 詩織 (耕地圏科学) 

 

平成21年度 

積雪中に発達するメタン酸化細菌群集の特性 吉井 健太 (生物多様性科学)  

Diversity of Sulfate-reducing Bacteria and Sulfur-oxidizing Bacteria in fresh water lakes（淡水湖沼における硫

黄循環関連細菌の多様性解析） 吉川 優紀 (生物多様性科学)  

Reproductive system and spatio-temporal population structure in a perennial herb Clintonia undensis（多年生

草本ツバメオモトの繁殖特性と個体群の時空間的構造） 吉間 綾子 (生態遺伝学)  

Genome-wide survey of geographic variation in Eurasian wild mice Mus musculus（ユーラシア産野生ハツカネ

ズミの地理的変異に関するゲノム網羅的解析） 臼田 大輝 (生態遺伝学)  

Climatic adaptation in parasitoid wasps of dorosophilid flies（ショウジョウバエの寄生蜂における気候適応）  

村田 祐亮 (生態遺伝学)  

Genetic structure and inbreeding avoidance in an insular bull-headed shrike population（モズの島個体群の遺

伝構造と近親交配の回避） 野間野 史明 (生態遺伝学)  

The role of sexual and vegetative reproduction in the population maintenance of a monocarpic perennial herb, 
Cardiocrinum cordatum var. glehnii（一回繁殖型植物オオウバユリの集団維持に対する有性繁殖と栄養繁殖

の役割） 西澤 美幸 (生態遺伝学)  

植物バイオセンサーを用いた黄体ホルモン様物質検出法の開発 西山 あづさ (環境分子生物学・微生物生態学)  

ウキクサ根圏より単離した原油分解細菌の評価 鈴木 和也 (環境分子生物学・微生物生態学)  

海洋細菌における多価不飽和脂質の分布、機能及び生合成 杉原 慎二 (環境分子生物学・微生物生態学)  

火力発電所硝化槽より単離した新規メタノール資化細菌の諸特性解析 石川 絵里奈 (環境分子生物学・微生物生態

学)  

グルココルチコイド誘導性遺伝子スイッチの温度依存的特性の解析 全先 清博 (環境分子生物学・微生物生態学)  

枯草菌バイオフィルムによるメナキノン菌体外生産 山崎 和彦 (環境分子生物学・微生物生態学)  

微生物を用いた高度不飽和リン脂質の発酵生産に関する研究 中野渡 瞳 (環境分子生物学・微生物生態学)  

２型糖尿病治療薬選抜のための植物バイオセンサーの開発 和田 千明 (環境分子生物学・微生物生態学)  

有珠火山ジオパーク新旧火口における森林植生および土壌生成 山東 豪 (植物生態学)  

Spatial pattern and response to disturbance of tropical rain forests in Peninsular Malaysia （半島マレーシア熱

帯多雨林の空間的パターンと撹乱応答） 藤沼 潤一 (植物生態学)  

有珠火山の噴気孔域における土壌理化学性と植生の回復 川久保 恵理 (植物生態学)  

土壌温暖化に対する林床植物のフェノロジーと成長応答 石岡 亮 (植物生態学)  

Spatial patterns in the food web structure of a small inland sea-lake ecosystem（ある小さな海跡湖生態系におけ

る食物網構造の空間パターン） 野口 智世 (動物生態学)  

Phylogeography of the Weaver ant Oecophylla smaragdina supporting Southern Indian refugia hypothesis 
（南インドレフュージア仮説を支持するツムギアリの系統地理） 朝香 友紀子 (動物生態学)  

支笏湖周辺二地域におけるエゾシカの不嗜好性植物率、被食率、糞量の比較 八木 史香 (動物生態学)  

北海道当別におけるモンシロチョウとオオモンシロチョウのメタ個体群構造の季節変化 昆 慧明 (動物生態学)  

Temporal nestedness in sessile species composition in rocky intertidal zone of Eastern Hokkaido, Japan.（北海 

道東部の岩礁潮間帯の固着生物の種組成における時間的入れ子性） 海老原 良太 (動物生態学)  

札幌都市部に生息するオオセグロカモメの生態 小平 大輔 (動物生態学)  

Population dynamics of small copepods in tide pools: influence of weather events（タイドプールに生息する小型

-47-



ーー甲 

かいあし類の個体群動態：気象イベントの影響） 河合 百華 (動物生態学)  

Breeding site selection and life history of the threespine stickleback, Gasterosteus aculeatus, spawning in tidal 
pools（タイドプールで繁殖するイトヨGasterosteus aculeatusにおける繁殖場所選択と生活史） 村上 将孝 
(動物生態学)  

サケ類稚魚の初期生活史の場としての根室湾における低次生産構造の広域的評価 上原 崇志 (海洋生物生産環境

学)  

南東部ベーリング海陸棚斜面域における夏季植物プランクトンブルームを支える鉄及び栄養塩の挙動 松村 由起

子 (海洋生物生産環境学)  

ベーリング海北部陸棚域における鉄及び栄養塩動態と植物プランクトンブルーム 西村 将太郎 (海洋生物生産環境

学)  

天塩川感潮域における低次生物生産構造の時空間変化 請川 知彦 (海洋生物生産環境学)  

植物プランクトン船上培養実験による鉄及び栄養塩環境評価 小俣 紋 (海洋生物生産環境学)  

サロマ湖におけるホタテガイ（Pationopeten yessoensis）の主要餌資源の推定 畑中 紫臣 (海洋生物生産環境学) 

噴火湾の底層水中における窒素態栄養塩の硝化過程の定量的考察 山田 有梨絵 (海洋生物生産環境学)  

親潮域春季植物プランクトンブルーム期における鉄及び栄養塩の短期変動 中山 雄太 (海洋生物生産環境学)  

知床半島周辺海域におけるシロザケ(Oncorhynchus keta)の回帰行動に関する研究 水越 麻仁 (水圏環境生物学)  

炭素・窒素安定同位体を用いた洞爺湖の食物網解析 吉田 悠貴 (水圏環境生物学)  

カジカ類数種の着底期までの形態形成と基質選好性に関する生態学的研究 坂井 慶多 (水圏環境生物学)  

ミトコンドリアDNA分析に基づくエゾヤチネズミ個体群の遺伝的空間構造-地域スケールから局所スケールへ-  
銭谷 純平 (森林圏環境学)  

エゾシカ個体群の最近15年間での遺伝的構成の変化 竹川 聡美 (森林圏環境学)  

人工林における風倒木伐採施業の有無が哺乳類の生息地利用に与える影響 難波 海南子 (森林圏環境学)  

森林に生息するアライグマ（Procyon lotor）における泊り場利用の季節変化 福島 萌 (森林圏環境学)  

Sustainable management regime of selection harvesting for maintaining diversity of mixed forest in northern 
Japan(天然生針広混交林における多様性の維持を目指した持続可能な択伐施業) 安田 哲 (森林圏環境学)  

Distribution of the Eurasian red squirrel (Siurus vulgaris orientis) in small fragmented forests: Which is more 
important, habitat size or quality?(小規模分断林におけるエゾリス(Sciurus vulgaris orientis)の分布：生息

地の面積が重要か質が重要か？) 館 絢花 (森林圏環境学)  

大規模風倒撹乱が鳥類群集に与える影響の経年変化 町田 直樹 (森林圏環境学)  

北方混交林における鱗翅目幼虫群集構造：樹木55種での比較 安田 健太郎 (森林圏環境学)  

Laying of surplus eggs in the great tit (Parus major) and its ecological significance(シジュウカラ(Parus major)
の産卵数と育雛数の差が示す生態学的意味) 油田 照秋 (森林圏環境学)  

温暖化が樹木の食害に及ぼす影響とその光学的評価の試み 田柳 史織 (森林圏環境学)  

日本各地から収集したススキ系統における培養特性の解明と遺伝子導入の試み 安部 由紀 (耕地圏環境学)  

ハスカップ（Lonicera caerulea L. var. emphyllocalyx）の機能性成分の解析と胚乳培養を利用した新規育種法に関

する研究 桐山 和也 (耕地圏環境学)  

ススキ（Miscanthus sinensis）のバイオエタノール製造原料としての特性評価 藤田 慎一 (耕地圏環境学) 

 

平成22年度 

Geographical Variation in Acclimating Ability of Acorn Tannin Resistance in Apodemus speciosus（アカネズミ

における生理特性の地理的変異：ドングリに含まれるタンニンへの馴化能力に注目して） 泉 佳代子（森林

圏環境学）      

コイ科唯一の遡河回遊魚：ウグイの回遊パターンとその要因 臼井 平（動物生態学） 
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北部北太平洋及びベーリング海海盆域における鉄の挙動 内田 廉（海洋生物生産環境学） 

Marinobacter 属細菌と共存する新属細菌の混合バイオフィルム形成 栄木 悠（環境分子生物学・微生物生態学） 

貧栄養実験河川において光が付着藻類に及ぼすストイキオメトリックな変化が植食者の成長および繁殖に与える

影響 太田 民久（森林圏環境学） 

Population dynamics and reproductive success in sex-changing herb,Arisaema serratum 
（性転換する植物マムシグサの個体群動態と繁殖成功） 大松 ちひろ（生態遺伝学） 

Developmental regulations of flight apparatus in association with the life-cycle polymorphisms in the pea 
aphid Acyrthosiphon pisum（エンドウヒゲナガアブラムシの生活史多型における飛翔器官の発生制御）  

小川 浩太（生態遺伝学） 

Coat-color polymorphism and genetic variation in Black Rat, the Rattus rattus species complex（クマネズミ類

の毛色多型に関する遺伝的変異の解析） 神戸 嘉一（生態遺伝学） 

餌生物転換期におけるスケトウダラ太平洋系群稚魚の鉛直分布特性に関する研究 川内 陽平（水圏環境生物学） 

厚岸湾におけるゼニガタアザラシの漁場来遊行動に関する研究 今井 貴裕（水圏環境生物学） 

噴火湾における親生物元素の初期続成作用における分解過程と堆積フラックスの歴史的変遷 谷沢 弘将（海洋生

物生産環境学） 

Effect of sexual reproduction and clonal growth on population structure in a mast seeding perennial herb, 
Veratrum album subsp. oxysepalum（一斉開花する多年生植物バイケイソウの有性繁殖とクローン成長が個

体群構造に及ぼす影響） 草嶋 乃美（生態遺伝学） 

Environmental factors affecting the reproductive success of crows inhabiting the campus of Hokkaido 
University (北海道大学構内に生息するカラスの繁殖成功に影響を及ぼす環境要因) 貞國 利夫（動物生態

学） 

河川起源の鉄による沿岸性珪藻の増殖機構 藤村  謙一（海洋生物生産環境学） 

The effect of fertilizer application on biomass potential and cell wall components in Miscanthus sinensis grown 
in oligotrophic grassland in Tomakomai, Hokkaido（北海道苫小牧の貧栄養草地で生育するススキにおける

施肥がバイオマス生産性と細胞壁成分に及ぼす影響） 佐藤 翔平（耕地圏環境学） 

微細藻類の簡便な生死判別推定法の開発と評価 重倉 基希（海洋生物生産環境学） 

Pseudomonas 属細菌の菌体外二次代謝産物が与える細胞性挙動への影響 菅田 曜（環境分子生物学・微生物生

態学） 

Studies on Inter-Populational Variations of Reaction-Norm of the Predator-induced Polyphenism and the 
Molecular Bases in the Water Flea Daphnia pulex（ミジンコにおける防御形態リアクションノームの集団間

変異とその分子基盤に関する研究） 杉本 直己（生態遺伝学） 

グミ科植物のシーベリーとグミの形質調査および属間雑種育成の試みに関する研究 祖木熱提 庫尓班（耕地圏環

境学） 

亜寒帯汽水湖（風蓮湖）における各態リンの時空間分布 田岡 宏崇（海洋生物生産環境学） 

カイコのアポリポホリンIII の自然免疫における役割 高橋 洋平（環境分子生物学・微生物生態学） 

原油汚染土壌修復技術へのバイオフィルムの適用 高橋 康徳（環境分子生物学・微生物生態学）  

渡り鳥が亜寒帯汽水湖の物質循環過程に与える影響―ラムサール条約登録湿地・火散布沼をモデルに― 関口 郁

恵 （海洋生物生産環境学） 

低温環境下における森林土壌での窒素の無機化および硝化過程の解明 長谷川 由布子（森林圏環境学） 

Evolutionary constraints on sequence variation of the melanocortin 1 receptor (Mc1r) in Carnivore lineages（食

肉類の毛色関連遺伝子Mc1rの進化的動態に関する研究） 幡中 迪彦（生態遺伝学） 

ウキクサ根圏から単離したアルカン分解性 Bacillus 属細菌の諸特性解析 羽山 亨（環境分子生物学・微生物生

態学） 

種々の有機廃棄物の混合割合による土壌生成に対する土壌動物の効果 小川 洋平（植物生態学） 

Ultrastructural study on plasmodesmata in the Brown Alga Dictyota dichotoma (Dictyotales, Phaeophyceae)
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（褐藻アミジグサにおける原形質連絡の微細構造解析） 寺内 真（水圏環境生物学） 

パッチの形状と面積が岩礁潮間帯固着生物の種数と種組成に及ぼす影響 二村 淳ノ介 （動物生態学） 

エイコサペンタエン酸の細菌細胞膜の構造と機能への関与 堀 竜二（環境分子生物学・微生物生態学） 

Mechanisms of reproductive isolation of interspecific hybridization between Trillium apetalon and T. 
tschonoskii (Melanthiaceae)（エンレイソウとミヤマエンレイソウの種間雑種形成における生殖隔離に関する

研究） 前川 諒（生態遺伝学） 

植物を用いたミネラルコルチコイド様物質検出バイオセンサーの開発 三好 洸了（環境分子生物学・微生物生態

学） 

加速度データロガーを用いた外来種ニジマスおよび在来種アメマスの遊泳行動に関する比較研究 山本 圭一（水

圏環境生物学） 

野幌国有林における森林構成と根返りマウンドの土壌理化学性 三好 祐司（植物生態学） 

Expression analysis of sex-determining genes in a ponerine ant Diacamma sp.(トゲオオハリアリ Diacamma sp. 
における性決定遺伝子の発現解析) 森原 なぎさ（動物生態学） 

北海道千歳川支流の中小規模河川における魚類群集の多様度の決定要因：環境要因と外来種ブラウントラウトに注

目して 山﨑 千登勢（森林圏環境学） 

Variability of temporal coexistence mechanisms along environmental gradients in rocky intertidal sessile 
assemblages (岩礁潮間帯固着生物群集における時間的共存機構の環境勾配に伴う変異性) 田中 智之（動

物生態学）   

Taxonomy and phylogeny of Leptopilina (Hymenoptera, Figitidae) attacking frugivorous drosophilids in East 
and Southeast Asia（東アジア・東南アジアにおける果実食ショウジョウバエに寄生するLeptopilina属（膜

翅目，ヤドリタマバチ科）の分類と系統） Novkovic, Biljana（生態遺伝学）  

Toxicity assessment of crude oil bioremediation using microbial isolates and consortia 

(微生物群集及び単離株を用いた原油に対するバイオレメディエーションの毒性評価) Ahmad Iskandar Bin Haji 
Mohd Taha（環境分子生物学・微生物生態学） 

 

 

環境物質科学専攻 

 

平成 20 年度 

超分子ローター構造を導入した電気伝導性[Ni(dmit)2]錯体の構築 青沼 昌樹（光電子科学） 

忍路産海藻由来テルペノイドの構造と生物活性 白土 悠（生体物質科学） 

酸化タングステン光アノード上における可視光誘起高選択的芳香族水酸化反応 冨田 修（環境触媒化学） 

Synthesis of β-cyclodextrin-dimers as the curcumin's stabilizer ｻﾊﾞﾝﾈｯﾄｶﾝﾅﾋﾞｰ（生体物質科学） 

ポルフィリン－ビオローゲン連結化合物を介した光誘起電子移動とその外部磁場効果 齋藤 彰一（ナノ環境材料） 

12-タングストリン酸セシウム銀塩触媒の酸触媒反応および脱水素反応特性 杉山 明宏 

Kalkitoxin 類の全合成 香村 隆夫（生体物質科学）  

金属担持型酸化タングステン光触媒による酸素還元反応の機構解明と応用 高見 仁バイモダル多孔性 12-タングス

トケイ酸セシウム塩の合成と酸触媒機 岩瀬 由香里（ナノ環境材料） 
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腸管出血性大腸菌 O111 由来の O-抗原五糖の合成研究 森下 原野（生体物質科学） 

表面に認識部位を導入した半導体ナノクラスターの設計 栄 秀憲（生体物質科学） 

有機物分解のためのフレークボール形状タングステン酸ビスマス光触媒の開発 野上 皓平（環境触媒化学） 

Study on removal of several hazardous materials in water with modified alginategel beads (修飾アルギン酸ゲ

ルビーズによる水環境中の有害汚染物質の除去に関する研究) 三原 義広（生体物質科学） 

酸化鉄ナノ粒子を内包したシリカ表面への Cs2.5H0.5PW12O40 の固定化と水中からの磁気分離回収 後藤 利光

（ナノ環境材料） 

Thyrsiferol 類の合成研究 角田 大（生体物質科学） 

酸化チタン中空マイクロ粒子の調製とその光触媒特性 太田 圭亮（環境触媒化学） 

有機超伝導体β-(BEDT-TTF)2I3 の電気伝導度における光照射効果 中畑 喬之（光電子科学） 

表面に糖質を配した炭素分岐デンドリマーの合成研究 坂本 和郎（生体物質科学） 

薄片が垂直に配向した酸化タングステン電極の開発と光電気化学特性 李 定（環境触媒化学） 

ナノポーラス構造を持つリング状 polyoxomolybdate 結晶の物性工藤 史人（光電子科学） 

Pd(0)-SmI2 複合系による分子間カップリング反応 上田 智也（生体物質科学） 

球状高分子を鋳型に用いる高活性酸化タングステン光触媒の合成 国奥 広伸（環境触媒化学） 

北海道産海藻のトリプシン及びプロリルエンドペプチダーゼ阻害作用 諫山 知宣（生体物質科学） 

アルミナ担持イリジウム触媒によるジメチルシクロペンタンの選択的水素化開環 山本 拓真（ナノ環境材料） 

 

平成21年度 

Proteus vulgaris O42由来O-抗原五糖の合成研究 浅田智紀（生体物質科学） 

アミド化シクロデキストリン誘導体の合成とエピガロカテキンガレートの包接に関する研究 河原絵里奈（生体物

質科学） 

ラベル化部位を持つ蛍光ソルバトクロミック色素の合成と変色型蛍光センシングデバイスの開発 周紅波（生体物

質科学） 

種々の天然由来タンニンゲルへの重金属の吸着挙動 野中厚志（生体物質科学） 

孤立分散カーボンナノチューブを複合した水素貯蔵材料の作製と評価 半田雅恵（生体物質科学） 

植物における多層カーボンナノチューブの毒性の /in vivo /評価 高廣充海洋生物の生物間相互作用物質 熊谷百

慶（生体物質科学） 

シクロデキストリン単分子層へのアニオンの包接 池浦健太郎（ナノ環境材料） 

メソポーラスカーボン電極の電気化学特性評価 佐藤祐輔（ナノ環境材料） 

シクロデキストリン単分子層を分子鋳型とした機能性チオールの配列制御 高橋真（ナノ環境材料） 

PdおよびPd系二元金属電極上における吸着NOの還元反応 野谷翔治（ナノ環境材料） 

クラウン修飾半導体クラスターの金属イオンに対する光化学応答 井田麻奈美（ナノ環境材料） 
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ナノ金属種表面近傍での分子認識を利用した発光センシング系の構築 高瀬永理（ナノ環境材料） 

シリカゲルに担持した有機保護Auナノクラスターの触媒活性 矢野寛興（ナノ環境材料） 

化物イオン耐性の高い活性炭担持Pd-Sn触媒による水中硝酸イオン還元 倉持祥子（ナノ環境材料） 

Keggin型ヘテロポリアニオン誘導体‐セシウム塩の調製とそれらの分子吸着・収着特性 三浦裕紀（ナノ環境材料） 

12-タングストケイ酸セシウム‐パラジウム塩触媒による鈴木‐宮浦カップリング反応 吉田雅憲（ナノ環境材料） 

種々の酸化物に担持した12-タングストケイ酸の酸性質と酸触媒作用 張継コウ（ナノ環境材料） 

蛍光タンパク質の蛍光寿命イメージング測定による生細胞内環境に関する研究 大下周吾（光電子科学） 

銀電極上での水素発生に及ぼすチオ尿素の影響 高橋賢司（環境触媒化学） 

高安定性色素と構造最適化金属酸化物を用いる2段階励起可視光水分解反応 今井陽平（環境触媒化学） 

酸化タングステン─酸化チタン混合光触媒によるトルエンの高効率酸化分解 川田裕輔（環境触媒化学） 

バナジウム酸化物系局所励起光触媒による有機物の気相酸化分解反応 田中麻紗子（環境触媒化学） 

 

平成22年度 

ドデシルチオグリコシドを用いるアスパラギン結合糖鎖コアー構造の合成研究 小野寺 佑介（生体物質科学） 

danicalipinAの不斉全合成 柴田 昌幸（生体物質科学） 

Omaezalleneの合成研究 鈴木 将洋（生体物質科学） 

鉛汚染土壌の汚染源の推定と電気化学的除去 大川 康寿（生体物質科学） 

レタスに対する多層カーボンナノチューブの毒性評価 ｲｷﾃｨｱﾘ ﾚﾌｨ（生体物質科学） 

ヤマトシロアリに対する多層カーボンナノチューブの毒性評価 胡 白楊（生体物質科学） 

紅藻ソゾ層由来含ハロゲン化合物の微量分析と防汚剤開発 渡邉 摩美（生体物質科学） 

シロクデキストリンを用いたロタキサン型蛍光センサーの開発 中村 進之介（ナノ環境材料） 

赤外分光法によるCu/Pd電極上の硝酸ｲｵﾝ及び関連物質の吸着状態分析 山木 邦亮（ナノ環境材料） 

窒素同位体比測定の為の電気化学飼料調整に関する研究 伊藤 史也（ナノ環境材料） 

シロクデキストリン単分子層を鋳型として用いた白金ナノ粒子電極の構築 齋藤 亮介（ナノ環境材料） 

新奇サブナノ金クラスターの合成と機能開拓 亀井 優太朗（ナノ環境材料） 

酸化剤との反応を利用した有機保護金属クラスターの機能化 鈴木 快（ナノ環境材料） 

発光性ケイ素クラスターの合成と表面修飾 松村 光（ナノ環境材料） 

Sn-Pd/Al2O3触媒と半導体光触媒共存下での水中硝酸イオン光還元 近藤 浩史（ナノ環境材料） 

担持イリジウム触媒上でのジメチルシクロペンタン水素化開環反応における担体の影響 土居 隼人（ナノ環境材

料） 

-52-



ーー甲 

マンガン酸化鉱物共存下での水中溶存マンガン（Ⅱ）イオンの吸着・酸化反応 笠原 翔（ナノ環境材料） 

フルオロアダマンチルアンモニウムを導入した塩の構造と物性 厳 寅男（光電子科学） 

溶液中における蛍光物質の電場吸収・電場発光測定法の開発 岡田 孟矩（光電子科学） 

変異型黄色発行タンパク質の蛍光寿命を用いたイオン濃度の検出 澄川 亮哉（光電子科学） 

固体表面に置ける四級アンモニウム塩界面活動性剤単分子膜の構造研究 葛 愛民（環境触媒化学） 

湿式法で調製した銅（Ⅰ）を含むp型半導体電極による光水素発生反応の効率化 海老名 紀廣（環境触媒化学） 

高分散金属種の担時による光酸素発生用タンタル酸窒化物触媒の高効率化 原田 愛子（環境触媒化学） 

有機物の光アノード酸化反応のための炭素繊維布-酸化タングステン修士複合電極の開発 法邑 宏八（環境触媒化

学） 

タングステン酸化物-ビピリジン複合体から調製した多孔性酸化タングステン光触媒 和久井 敦（環境触媒化学） 

タングステン／モリブデン系ビスマス複合酸化物の調製と構造・光触媒活性評価 北村三佳（環境触媒化学） 

 

 
 

 

１１−３ 修業年限修業学位取得率 

 

博士後期課程 
 

平成 

18 年度 

入学者 

平成 20 年度までの 

修了者 

平成 

19 年度 

入学者 

 

 

平成 21 年度までの

修了者 

平成 

20 年度 

入学者 

 

 

平成 22 年度までの 

修了者 

標準年限

内修了者

数 

取得率 

（％） 
標準年限

内修了者

数 

取得率 

（％） 
標準年限

内修了者

数 

取得率 

（％） 

 

４８ 

 

１３ 

 

２７．１ 

 

３９ 

 

１７ 

 

４３．６

 

 

３９ 

 

 

１２ 

 

 

３０．８ 

 

 

※ 修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
 

 

 

 

 

-53-



ーー甲 

１２ 研究成果発表状況 

 
  2008年〜2010年に発表された研究成果を、原著論文（査読有り）、その他の論文（査読なし）、学会発表、受賞、

の順に、各専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリッ
クの氏名は学院教員を示す。なお、教員のみの業績については、各部局の報告等に所載するため掲載していない。 

 
１２−１ 原著論文（査読有り） 

 
環境起学専攻 
Egawa M., Aoki K., Sun Yongkun, Hosokawa T., Saito T. and Kurasaki M., 2011. Effects of Parabens on Apoptosis Induced 

by Serum-free Medium. Journal of Environmental Science and Health Part B.  
Egawa, C., Koyama, A. and Tsuyuzaki, S., 2008. Relationships between the developments of seedbank, standing vegetation 

and litter in post-mined peatland. Plant Ecology, 203, 217-228.  
Egawa, C., Tsuyuzaki, S., 2010. Seedling establishment of late colonizer is facilitated by seedling and overstory of early 

colonizer in a post-mined peatland. Plant Ecology, 212, 369-381.  
H. Seddik, R. Greve, L. Placidi, I. Hamann and O. Gagliardini, 2008. Application of a continuum-mechanical model for the 

flow of anisotropic polar ice to the EDML core, Antarctica. Journal of Glaciology, 54 (187), 631–642.  
Hayakwa, M., Suzuki K., Saito H., Takahashi K., and Ito S., 2008. Differences in cell viabilities of phytoplankton between 

spring and late summer in the northwest Pacific Ocean. Journal of Experimental Marine Biology and Ecology, 360, 
63-70.  

Hiraike, Y., and Ikeda M., 2009. Descending surface water at the Antarctic marginal ice zone and its contribution to the 
Intermediate Water using an ice-ocean model. J. Oceanogr, 65, 587-603.  

Ho Sze Ling, Yamamoto M., Mollenhauer Gesine, Minagawa M., 2010. Core top TEX86 values in the south and equatorial 
Pacific. Organic Geochemistry.   

Hongwen Yu, Fugetsu B., 2008. Use of Ultra-thin Cross-Linked Polymer Films for Preparation of Stable Mono-Dispersed 
Carbon Nanotubes. Materials Letters, 4050-4052.  

Hongwen Yu, Fugetsu, B., 2010. A novel adsorbent obtained by inserting carbon nanotubes into cavities of diatomite and 
applications for organic dye elimination from contaminated water. Journal of Hazardous Materials, 177, 138-145.  

Karim R., Ikeda M., Ishikawa M., 2011. Recent Climatic Effects on Seasonal Rice Yields in Bangladesh: A statistical 
overview. Journal of Agricultural Science and Technology.  

Kataoka T., Suzuki K., Hayakawa M., Higashi S., and Tsuda A., 2009. Temporal changes in community composition of 
heterotrophic bacteria during in situ iron fertilization experiment in the western subarctic Pacific (SEEDS-II). 
Deep-Sea Research II, 56, 2779-2787.  

Kataoka T., Suzuki K., Hayakawa M., Kudo I., Higashi S. and Tsuda A., 2009. Temporal changes in community composition 
of heterotrophic bacteria during in situ iron enrichment in the western subarctic Pacific (SEEDS-II). Deep-Sea 
Research part II Topical studies in oceanography special issue.   

Kataoka, T., Hodoki Y., Suzuki K., Saito H., and Higashi S., 2009. Detection of UVBR-sensitive and -tolerant bacteria in 
surface waters of the western North Pacific. Journal of Photochemisty and Photobiology: B: Biology, 95, 108-116.  

Kataoka, T., Hodoki Y., Suzuki K., Saito H., and Higashi S., 2009. Tempo-spatial patterns of bacterial community 
composition in the western North Pacific Ocean. Journal of Marine Systems, 77, 197-207.  

Kawakami M., Inagawa R., Hosokawa T., Saito T. and Kurasaki M., 2008. Mechanism of apoptosis induced by copper in 
PC12 cells. Food and Chemical Toxicology, 46, 2157–2164.  

Kido M., Yustiawati S. M. Suhaemi, S., Hosokawa T., Tanaka S., Saito T., Iwakuma T., Kurasaki M., 2009. Comparison of 
general water quality of rivers in Indonesia and Japan. Environmental Monitoring and Assessment, 156, 317-329.

Kimura, H., Tsuyuzaki, S., 2011. Fire severity affects vegetation and seed bank in a wetland. Applied Vegetation Science 
(in press). 

Koropitan, A., and Ikeda M., 2008. Three-dimensional modeling of tidal circulation and mixing over the Java Sea. J. 
Oceanogr., 64, 61-80. 

Lim C., Ikehara K., Toyoda K., 2008. Cryptotephra detection using high-resolution trace-element analysis of Holocene 
marine sediments, southwest Japan. Geochimica et Cosmochimica Acta, 72, 5022-5036. 

Lin, C., Fugetsu, B., Su, Y., Watari, F., 2009. Studies on toxicity of multi-walled carbon nanotubes on Arabidopsis T87 
suspension cells. Journal of Hazardous Materials, 170, 578-583. 

Matsuura H., Yazaki I. and Okino T., 2009. Induction of larval metamorphosis in the sea cucumber Apostichopus japonicus 
by neurotransmitters. Fisheries Science, 75, 777-783. 

Miyamaru F., Saito Y., M. W. Takeda, B. Hou, W. Wen, and P. Sheng, 2010. Characteristics of Terahertz Radiation Emitted 
From Fractal Photoconductive Antennas. Japanese journal of applied physics, 49, 70205. 

Miyamaru F., Saito Y., Takeda M. W., L. Liu , B. Hou, W. Wen, and P. Sheng, 2009. Emission of terahertz radiations from 
fractal antennas. Applied Physics Letters, 95, 221111. 

Miyamaru F., Saito Y., Yamamoto, K., Furuya T., Nishizawa S., Tani M., 2010. Dependence of emission of terahertz 
radiation on geometrical parameters of dipole photoconductive antennas. Applied Physics Letters, 96, 21104. 

Nagaoka D., Shigemitsu M., Minagawa M., and Noriki S., 2010. Anthropogenic Pb in Settling Particulate Matter in the 
Northwestern Pacific Examined Using Stable Isotopes of Pb. Journal of Oceanography, 66, 117-132. 
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Nomoto K., Omiya H., Sugimoto T., Akiba K., Edo K., and Higashi S., 2010. Potential negative impacts of introduced 
rainbow trout on endangered Sakhalin taimen in an agricultural stream, eastern Hokkaido. Ecology of Freshwater 
Fish, 19, 116-126. 

Placidi, L., R. Greve, H. Seddik and S. H. Faria, 2010. Continuum-mechanical, Anisotropic Flow model for polar ice masses, 
based on an anisotropic Flow Enhancement factor. Continuum Mechanics and Thermodynamics, 22 (3), 221-237. 

Rudy Syah Putra, Tanaka S., 2011. Aluminum drinking water treatment residuals (Al-WTRs) as an entrapping zone for 
lead in soil by electrokinetic remediation. Separation and Purification Technology, 79, 208-215. 

S. Bargmann, H. Seddik and R. Greve, 2011. Computational modeling of flow-induced anisotropy of polar ice for the EDML 
deep drilling site, Antarctica: The effect of rotation recrystallization and grain boundary migration. International 
Journal for Numerical and Analytical Methods in Geomechanics. 

Tan X., Fugetsu, B., 2009. Studies on toxicity of multi-walled carbon nanotubes on suspension rice cells. Carbon, 47, 
3479-3487. 

Umezawa, T., Shitaba, T., Kaneko K., Okino T., Matsuda F., 2011. Asymmetric total synthesis of danicalipin A and 
evaluation of biological activity. Organic Letters, 13 (5), 904-907. 

Y.Dai. Mihara Y., Tanaka S., Watanabe K., Terui N., 2010. Nitrobenzene-adsorption capacity of carbon materils released 
during the combustion of woody biomass. J.Hazardous Materials, 174, 776-781. 

Yingjie DAI, Terui N., Yongbo Lin, Tanaka S., Jin K., Hirama Y., Teduka M., Milin ZHANG, Xiande SHEN, and Fugetsu, B., 
2010. Determination of Nitrobenzene in Water and Ice Samples Collected from the Songhua River after an Explosion 
of a Petrochemical Plant and Investigation on Enclosing Behavior of Nitrobenzene into Ice. Anal.Sci.  

手塚正博, 城昌治, 代英杰, 田中俊逸, 若杉郷臣, 西岡健, 2010. 氷ろ過装置の開発. 化学工学論文集, 36, 181-187. 
代英杰, 小島陽一郎, 松田従三, 田中俊逸, 2009. 有機性廃棄物を材料とした浄化槽用シーディング剤の汚水浄化効果. 廃棄物資

源循環学会誌, 20(3), 189-195. 
中尾有伸, 山野博哉, 藤井賢彦, 山中康裕, 2009. 日本のサンゴ礁データベースの作成と分析. 日本サンゴ礁学会誌, 11, 

109-129. 
田中恵理子, 代英木, 林永波, 古月文志, 田中俊逸, 神和夫, 平間裕志, 2009. 化学工場爆発事故後に採取した松花江の魚試料中

のニトロベンゼンの定量. 分析化学, 58, 807-813. 
鈴木耕平, 佐藤冬樹, 柴田英昭, 早柏慎太郎, 上浦達也, 工藤真理子, 笹 賀一郎, 2011. 北方針広混交林流域における森林施業

が溶存鉄および DOC の渓流流出に与える影響. 日本森林学会北海道支部論文集, 59, 71-73. 
 
地球圏科学専攻 
Agarwal, S., Aggarwal, S. G., Okuzawa, K., Kawamura, K., 2010. Size Distributions of Dicarboxylic Acids, Ketoacids, 

α-Dicarbonyls, Sugars, WSOC, OC, EC and Inorganic Ions in Atmospheric Particles Over Northern Japan: 
Implication for Long-Range Transport of Siberian Biomass Burning and East Asian Polluted Aerosols. 
ATMOSPHERIC CHEMISTRY AND PHYSICS, 10, 6713-6754. 

Aniya, M., Skvarca, P., Sugiyama, S., Aoki, T., Matsumoto, T., Anma, R., Naito, N., Enomoto, H., Hori, K., Marinsek, S., 
Konya, K., Nuimura, T., Tsutaki, S., Tone K., Barcaza, G., 2011. Glaciological research project in Pataginia 
2006-2009: Studies at Glaciar Perito Moreno, Hielo Patago'nico Sur, in area of Hielo Patago'nico Norte and along the 
Pacific Coast. Bulletin of Glaciological Research, 30, 1-17. 

Aoki, K. Kutsuwada, K., 2008. Verificaion of wind-driven transport in the North Pacific subtropical gyre using gridded 
wind stress product. Journal of Oceanography, 64, 49-60. 

Aoki, K., 2008. Revised age and distribution of ca. 87 ka Aso-4 tephra based on new evidence from the northwest Pacific 
Ocean. Quaternary International, 178, 100-118. 

Aoki, K., Kubokawa, A., Sasaki, H., Sasai, Y., 2009. Midlatitude Baroclinic Rossby Waves in a High-Resolution OGCM 
Simulation. Journal of Physical Oceanography, 39, 2264-2279. 

Aoki, S., Fujii, N., Ushio, S., Yoshikawa, Y., Watanabe, S., Mizuta, G., Fukamachi, Y., Wakatsuchi, M., 2008. Deep western 
boundary current and southern frontal systems of the Antarctic Circumpolar Current southeast of the Kerguelen 
Plateau. Journal of Geophysical Research, 113. 

Chikamoto , M. O., Matsumoto, K., Yamanaka, Y., 2009. Influence of export rain ratio changes on atmospheric CO2 and 
sedimentary calcite preservation. Journal of Oceanography, 65, 209-221. 

Chikamoto, Y., Tanimoto, Y., Mukougawa, H., Kimoto, M., 2010. Relationship of summer monsoon Rainfall over Nepal 
with moisture flux and large scale atmospheric circulations. Journal of the Meteorological Society of Japan, 88, 
183-202. 

Fudeyasu, H., Ichiyanagi, K., Sugimoto, A., Yoshimura, K., Ueta, A., Yamanaka, M., Ozawa, K., 2008. Isotope ratios of 
precipitation and water vapor observed in typhoon Shanshan. Jounal of Geophysical Research, 113, D12113. 

Fujiwara, C., Yamashita, K., Nakanishi, M., Fujiyoshi, Y., 2011. Dust devil-like vortices in an urban area detected by a 3-D 
scanning Doppler lidar. Journal of Applied Meteorology and Climatology, 50, 534-547. 

Fujiwara, M., Iwasaki, S., Shimizu, A., Inai , Y., Shiotani, M., Hasebe, F., Matsui, I., Sugimoto, N., Okamoto, H., Nishi, N., 
Hamada, A., Sakazaki,T., Yoneyama, K., 2009. Cirrus observations in the tropical tropopause layer over the western 
Pacific. Journal of Geophysical Research, 114, D09304, doi:10.1029/2008JD011040. 

Fujiyoshi Y., Fujiwara C., Yamashita K., 2009. Detection of organized airflow in the atmospheric boundary layer using a 
3D-scanning coherent Doppler lidar Proceedings. Society of Photographic Instrumentation Engineers, Vol. 7382, 
738204. 

Fukamachi, Y., Ohshima, K. I. Mukai,Y. Mizuta,G., Wakatsuchi, M., 2011. Sea-ice drift characteristics revealed by 
measurement of acoustic Doppler current profiler and ice-profiling sonar off Hokkaido in the Sea of Okhotsk. Annals 
of Glaciology, 57, 1-8. 

Fukuda, T., Sugiyama, S., Matoba, S., Shiraiwa, T., 2011. Glacier flow measurement and radio-echo sounding at Aurora 
Peak, Alaska, in 2008. Annals of Glaciology, 52(58), 49-54. 
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Hattori-Saito, A., Nishoka, J., Ono, T., McKay, R. M. L., Suzuki, K., 2010. Fe deficiency in micro-sized diatoms in the 
Oyashio region of the western subarctic Pacific during spring. Journal of Oceanography, 66, 117-132. 

He, N. Kawamura, K., 2010. Distributions and diurnal changes of low molecular weight organic acids and α-dicarbonyls in 
suburban aerosols collected at Mangshan, North China. Geochemical Journal, 44, e17-e22. 

Hirata, T., Hardman-Mountford, N., Brewin, R., Aiken, J., Barlow, R., Suzuki, K., Isada, T., Howell, E., Hashioka, T., 
Noguchi-Aita, M., Yamanaka, Y., 2011. Synoptic relationships quantified between surface Chlorophyll-a and 
diagnostic pigments specific to phytoplankton functional types. Biogeosciences, 8, 311-327. 

Iijima, Y., Aoki, S., Kutsuwada, T., 2009. The Antarctic Oscillation and Southern Ocean sea surface height basin mode. J. 
Oceanogr., 65 (1), 53-60. 

Iizuka, Y., Horikawa, S., Sakurai, T., Johnson, S., Dahl-Jensen, D., Steffensen, J.P., Hondoh, T., 2008. A relationship 
between ion balance and the chemical compounds of salt inclusions found in the GRIP and Dome Fuji ice cores. 
Journal of Geophysical Research, 113, D07303. 

Iizuka, Y., Ohno, H., Sakurai, T., Horikawa, S., Hondoh, T., 2009. Chemical compounds of water-soluble impurities in 
Dome Fuji ice core. Physics of Ice Core Records, 2nd volume. 

Iizuka,Y., Ohno,H., Sakurai,T., Horikawa,S., Hondoh, T., 2010. Chemical compounds of water-soluble impurities in Dome 
Fuji ice core. Physics of Ice core Record 2, 273-285. 

Inagaki, M., Yamamoto, M., Igarashi, Y., Ikehara, K., 2009. Biomarker records from Core GH02-1030 off Tokachi in the 
northwestern Pacific over the last 23,000 years; Environmental changes during the last deglaciation. Journal of 
Oceanography, 65, 847-858. 

Inai, Y., Hasebe, F., Shimizu, K., Fujiwara, M., 2009. Correction of radiosonde pressure and temperature measurements 
using simultaneous GPS height data. Scientific Online Letters on the Atmosphere, 5, 109-112, doi:10.2151/sola. 
2009-028. 

Isada, T., Kuwata, A., Saito, H., Ono, T., Ishii, M., Yoshikawa-Inoue, H., Suzuki, K., 2009. Photosynthetic features and 
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Global environment and ecosystems（分野横断的な独創力

賞（地球環境・生態系） 

坂崎貴俊, 藤原正智.2010. JMSJ Award in 2010（2010年気象集

誌論文賞） 

山崎 学. 2008.9.20. 日本水文科学会研究奨励賞 

小野数也. 2008.3.31.日本海洋学会 2008年度奨励論文賞 

西川史朗. 2009.4.7.日本海洋学会奨励論文賞 

西村大輔, 津滝 俊, 杉山 慎 2009.10.1. 日本雪氷学会学生奨

励賞 

青木かおり, 入野智久, 大場忠道 2010.8.21.日本第四紀学会

論文賞 

斉藤拓也. 2008.日本地球化学会奨励賞 

大宮哲 「平成23年度中谷宇吉郎科学奨励賞」 受賞対象：

“Estimation of the electrostatic charge of individual  
大宮哲 2010 第83回日本大気電気学会研究発表会「学生発表

表彰」受賞対象：“吹雪粒子の帯電に湿度が及ぼす影

響について（序報）” 
長谷川 航. 2008.8.22. 日本洞窟学会第34回大会ポスターコン

テスト優秀賞 

津滝 俊, 杉山 慎. 2009.10.1. 日本雪氷学会Very Impressive 
Presentation 最優秀発表賞 

津滝 俊, 西村 大輔, 吉澤 猛, 杉山 慎. 2010.10.1.日本雪氷学

会学生奨励賞 

島村誠. 2010.9.28. 日本雪氷学会 Very Impressive Presentation 
優秀発表賞 

齊藤愛. 2011.3. 2011年度日本海洋学会奨励論文賞 
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１３ 修了後の進路 

 

 

１３−１ 博士後期課程修了者 
 平成１９年度～平成２２年度修了者まで （平成２３年５月１日現在） 

  

  

就職先別統計 

大学関係 44、公務員 8、製造業 11、その他 42、計 105． 

 

主な進路 

環境起学専攻   

ボゴール農科大学、日本学術振興会特別研究員（ＰＤ）、北大低温科学研究所非常勤研究員、筑

波大学ポストドクター、気象庁、中国国立師範大学教員、北大地球環境科学研究院学術研究員、

㈱日本能率協会総合研究所 

 

地球圏科学専攻   

北大地球環境科学研究院博士研究員、日本学術振興会特別研究員（PD）、総合地球環境学研究所

プロジェクト研究員、（独）海洋研究開発機構ポストドクター、北大水産科学研究院博士研究員、

北大低温科学研究所博士研究員、埼玉県越谷市立北陽中学校教員、名古屋大学環境科学研究科

助教、明星電気（株）、（株）構造計画研究所、池上学園池上学園高等学校教員、トリブバン大

学地理学教室、気象庁盛岡地方気象台 

 

生物圏科学専攻   

日本学術振興会特別研究員（PD）、北大生命科学院研究員、（独）水産総合研究センター東北区

水産研究所八戸支所、（株）ニコンシステム、Acdenture（外資系経営コンサルティング）、北大

地球環境科学研究院学術研究員、北大獣医学研究科博士研究員、花王（株）栃木研究所、北大

低温科学研究所学術研究員、北大SGP事務局博士研究員、愛媛大学沿岸環境科学研究センター研

究員、慶應義塾大学助教、（独）水産総合研究センター海洋水産研究所、京都大学舞鶴水産実験

所研究支援員、北大北方生物圏フィールド科学センター博士研究員、日本大学生物資源学部助

手、ムラワルマン大学林学科講師、北海道庁、北大低温科学研究所学術研究員、北大水産科学

研究員ポストドクター、バイエル薬品（株）   

  

環境物質科学専攻   

武田薬品工業（株）、京都大学ポストドクター、サンディスク（株）四日市工場、富山県立大学

生物工学研究センター嘱託研究員、DOWAホールディングス（株）、北大地球環境科学研究院博

士研究員、北大地球環境科学研究院技術補助員、JSR（株）、バングラデシュ環境省事務局管理

職、北大触媒化学研究センター博士研究員、北大触媒化学研究センター特任助教、九州大学先

導物質化学研究所、三菱レイヨン㈱、チッソ㈱、産業技術総合研究所   
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１３−２ 修士（博士前期）課程修了者 
 平成１８年度～平成２２年度修了者まで （平成２３年５月１日現在）  

 

 

就職先別統計 

博士後期課程進学（他大学院を含む）130、公務員 61、製造業 156、運輸・通信 49、サービス

業 40、卸売・小売 28、建設業 17、金融・保険 10、電気・ガス 8、農業 8、その他 140、計 647． 

 

おもな進路 

環境起学専攻  

日本大昭和板紙（株）、シュルンベルジュ（株）、（株）イノアックコーポレーション、山形県警、

（株）富士テクニカルリサーチ、社団法人青年海外協力協会、ライオン油脂（株）、北海道大学、

石川島播磨重工業、ホクレン農業共同組合連合会、岐阜県、アラビア石油（株）、（株）セイコ

ーマート、ダイワ精工（株）、千歳市立千歳小学校、大陽日酸（株）、八幡市立男山第二中学校、

札幌市役所、（株）野田塾、（株）プレック研究所、（株）枻出版、NEC 通信システム（株）、（株）

NTT データ、日本金属工業（株）、極東石油工業（株）、大塚製薬（株）、NTT データアクセス、

カゴメ（株）、（株）みずほトラストシステムズ、エム・アール・アイ リサーチアソシエイツ（株）、

（株）内田洋行、新和環境（株）、全日本空輸（株）、（独）製品評価技術基盤機構、（株）ニト

リ、（株）イオンフォレスト、（株）テプコシステムズ、林野庁関東森林管理局、ワタミフード

サービス（株）、（株）マインドシェア、北海道銀行、中部電力（株）、DOWA ホールディングス

（株）、東北電力、伊藤忠商事（株）、日本能率協会総合研究所、（株）竹中工務店大阪本社、中

央復建コンサルタンツ（株）、（株）ユニバーサル園芸社東京西支店、（株）ドーコン、（株）エ

ステム、メタウォーター（株）、アタカ大機（株）、三菱総研 DCS（株）、東日本旅客鉄道（株）、

国際協力機構、（株）メイテック、（株）ダイセキ、愛知県庁、（株）日立エンジニアリング・ア

ンド・サービス、（株）オリエンタルコンサルタンツ、（株）うすい、酪農学園大学、経済産業

省、鶴岡東高校、半導体エネルギー研究所、ジュンク堂書店、アーキヤマデ（株）、住友林業（株）、

NTT ソフトウェア（株）、（株）ヨドバシカメラ、、明治製菓（株）、ヱスビー食品（株）、埼玉県

加須市立小学校、朝日ソーラー（株）、JFE エンジニアリング（株）日立情報システムズ、北海

道公立中学校教員、札幌市役所、北海道道庁、日本たばこ産業、三菱電機ビルデクノサービス

㈱、北海道道立浜頓別高校教員、㈱沖縄教育出版、㈱南江堂、㈱貴賓館、コクヨ㈱  

 

地球圏科学専攻  

北海道地図（株）、中外製薬（株）、（株）ビック東海、（株）エステム、エイムネクスト（株）、

IBM ソリューションサービス、NEC、（株）上総環境調査センター、（株）オオスミ、昭文社、（株）

パスコ、日立アドバンストシステムズ、富士通エフ・アイ・ビー（株）、警視庁、ロイズコンフ

ェクト、NTT コミュニケーションズ（株）、（株）技術情報協会、九州不二サッシ（株）、全国農

業共同組合連合会、新日鉄ソリューション、ESRI ジャパン（株）、（株）チノー、TIS（株）、伊

藤忠飼料（株）、全日空システム企画（株）、みずほ情報総研（株）、札幌管区気象台、（株）富

士通ビー・エス・シー、（株）日本航空インターナショナル、（株）ゼンリン、（株）ベイカレン

ト・コンサルティング、（株）帝国データバンク、山武（株）、川崎造船、エムエスティ保険サ

ービス、（株）ダイナックス、（財）リモート・センシング技術センター、ナラサキ産業（株）、
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DOWA ホールディングス、アイシン化工（株）、（株）岸本医科学研究所、松田産業（株）、（株）

シーキューブソフト、全国酪農飼料（株）鳥栖工場、（独）水資源機構、スカパーJSAT（株）、

気象庁、（株）野村総合研究所、（財）日本気象協会、日立製作所（株）、（独）日本原子力研究

開発機構、日特建設（株）、富士電気システムズ（株）、エルム楽器、立山電化工業、（株）ウェ

ザーニュース、富士フィルター工業（株）、経済産業省北海道経済産業局、中部日本放送（株）、

（株）住商情報システム、（株）HBA、国土交通省航空保安大学校、日本電信電話（株）、アメ

リカンファミリー生命保険会社、気象庁青森地方気象台、（株）東洋信号通信社、ソニー銀行、

（株）IHI エスキューブ、旭川市役所、アクアス㈱、ＡＴＴＯ株、アジア航測㈱、㈱福田水文セ

ンター、気象庁（仙台管区気象台）、㈱ユニアデックス、㈱ジュピターテレコム、北海道庁、日

本アイビーエム・ソリューション・サービス㈱     

  

生物圏科学専攻  

ノバルティスファーマ（株）、ハイテクシステム（株）札幌支店、北海道原子力環境センター、

日本たばこ産業（株）、（株）武蔵野香料化学研究所、科研製薬、日本ユニシス、（独）農業・食

品産業技術総合研究機構北海道農業研究センター、オリックス（株）、積水樹脂（株）、（株）ロ

ーソン、ホクレン農業協同組合連合会、（株）オプトエレクトロニオクス、KK HBA、いであ（株）、

リンナイ（株）、イビデン（株）、東広島市役所、エコニクス、マルイチ通商、日本水産（株）、

日本アイ・ビー・エム（株）、日本農産工業（株）、総合科学（株）、旭川市役所、ＤDOW ホー

ルディングス、井上特殊鋼（株）、ＴＳＵＴＡＹＡ ＳＴＯＲＥＳ ホールディングス（株）、

エミック（株）、NTT コミュニケーションズ（株）、（独）国際協力機構帯広国際センター、（株）

富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ、（株）INAX、伊藤園、ハウス食品（株）、長瀬産業（株）、

（株）ナシオ、札幌市役所、林野庁、オリエンタル酵母工業（株）、アサヒ飲料（株）、イー・

アンド・イー・ソリューションズ（株）、（株）NTT データ、ホーマック（株）、トッパン・フォ

ームズ（株）、（株）エイ・イー・エス、紀本電子工業（株）、（株）ユーベック、伊藤忠商事（株）、

日清丸紅飼料（株）、横浜冷凍、航空食品（株）、日本ケンタッキー・フライド・チキン（株）、

（財）知床財団、（株）日比谷アメニス、神奈川県庁、（株）公文教育研究会、山崎製パン（株）、

足柄上地域県政総合センター、山口県農林総合技術センター、（株）レンゴー、小清水町農業共

同組合、（株）ドーコン、大成建設（株）、ワタミ（株）、（社）農山漁村文化協会、日本生活協

同組合連合会、（株）ヤクルト本社、（株）三菱ガス化学、（株）ゼンショー、日本シルクコミュ

ニティ（株）、トヨタ紡績（株）、（株）高橋造園土木、茨城県職員、石川コンピュータセンター、

（株）西原環境テクノロジー、阪和興業（株）、ローランド（株）、兼松（株）、大成基礎設計（株）、

日本エア・リキード（株）、室蘭信用金庫、エーザイ（株）、GCI キャピタル、（株）日阪製作所、

林テレンプ（株）、（株）ザイマックスビルマネジメント、中山牧場、片倉チッカリン（株）、理

化学研究所バイオリソースセンター、札幌国際観光、明治コンサルタント（株）、（株）レクシ

ア、花王（株）、日本水産（株）、（株）ファミリーマート、サントリーホールディングス（株）、

（株）新田ゼラチン、（株）千代田ラフト東京、（株）島津製作所、防衛省（自衛隊）、（株）エ

コニクス、札幌市消防局、苫小牧市役所、全日本空輸（株）、みなと山口合同新聞社、グローブ

ライト（株）、東京都潤徳女子高校、デイジー食品工業（株）、（株）北炭ゼネラルサービス、（株）

片山化学工業研究所、静岡県庁、北海道庁、（株）アマネセル、住友林業フォレストサービス（株）、

神奈川県庁、NTT データ、（株）カクダイ、協友アグリ（株）、（株）ユニバーサル園芸社、鎌倉

市役所、イカリ消毒㈱、東京消防庁、シー・アイ・シー㈱、日糧製パン㈱、カネコ種苗㈱、ヤ

マサ醤油㈱、よつ葉乳業㈱、ベル食品㈱、Ｊオイルミルズ油脂基盤研究所、全国酪農業協同組

合連合会、近畿大学、岐阜大学、広島大学、長野県庁、近畿日本ツーリスト㈱、六花亭㈱、大
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成建設㈱ 

 

環境物質科学専攻   

横浜ゴム、トーアエイヨー、日鉱金属、日本クラウンコルク、ホクレン農業組合連合会、（株）

アレフ、同和鉱業、YKK、WDB、シグマアルドリッチジャパン、三井化学、住友ゴム工業、東

京応化工業、シード、住友化学、旭化成、チッソ、日本たばこ産業、ペルメック電極、CREST、

旭化成アミダス、アクアス、エビナ電化工業、日立化成、コガネイ、東京応化工業、NOK（株）、

旭硝子、（株）日鐵テクノリサーチ、苫小牧臨床検査センター、大日本塗料（株）、サミー（株）、

金属技研（株）、ソニーケミカル＆インフォメーションデバイス、太陽日酸（株）、札幌イグノ

ダイアグノスティックラボラトリー中央研究所、三菱化学、（株）石垣、応用医学研究所、大日

本インキ化学工業（株）、住友ゴム工業（株）、凸版印刷（株）、栗田工業（株）、岩手東芝エレ

クトロニクス（株）、三洋電機（株）、積水化学、コバレントマテリアル、豊田合成、三菱樹脂

（株）、阪和興業（株）、PRADABDAO Co. Ltd. Thailand、ヤマハ（株）、ホテルマネージメント

インターナショナル、北海道教育庁、野外科学（株）、みずほ情報総研、パナソニック（株）、

昭和電工（株）、セイコーエプソン、コバレントマテリアル、（株）キャタラー、栗田エンジニ

アリング（株）、札幌藤女子高等学校、（財）日本食品分析センター、三恵技研工業（株）、（株）

ホクエイ、FDK トワイセル、三菱原子燃料（株）、三菱東京 UFJ 銀行中国広州支店、（株）イン

テック、高砂香料工業（株）、（株）ルネサス北日本セミコンダクタ、（独）日本原子力開発機構、

宮城県警察、山口県庁、日本製紙㈱、昭和電工㈱、トヨタ紡織㈱、㈱ジャストサポート、、三菱

化学㈱、日立造船（Hitz） 
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１４ 規程 
 

北海道大学大学院環境科学院規程 
 
          平成１７年４月１日制定 
          海  大  達  第 ４ ９ 号 
 

      第１章 総則 

  (趣旨) 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則(平成 16 年海大達第 32 号)第 27 条の３第４項の

規定に基づき，環境科学院(以下「本学院」という。)の教育課程等に関し必要な事項を定めるものと

する。 

   (目的) 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

   第 1 章の 2 専攻及び課程 

  (専攻) 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

  環境起学専攻 

  地球圏科学専攻 

  生物圏科学専攻 

  環境物質科学専攻 

  (課程) 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

 

    第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

  (入学) 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則(昭和 29 年海大達第３号。以下「通

則」という。)第４条第４項に規定する修士課程(以下「修士課程」という。)にあっては，通則第 10

条第１項，通則第４条第４項に規定する博士後期課程(以下「博士後期課程」という。)にあっては，

通則第 10 条第２項に該当する者で，本学院の行う選考に合格した者とする。 

  (再入学，転学，所属変更及び転専攻) 

第４条 通則第 13 条各号又は第 13 条の２第１号に該当する者が本学院に再入学，転学又は所属の変更

を願い出た場合及び通則第 13 条の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上これを

許可することがある。 

 

      第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

   (授業科目及び単位) 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表（略）のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目

を設けることができる。 

  (単位数の計算の基準) 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外
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に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

 (1) 講義については，15 時間の授業をもって１単位とする。 

 (2) 演習については，30 時間の授業をもって１単位とする。 

 (3) 実習については，45 時間の授業をもって１単位とする。 

   (課程の修了要件) 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30 単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，他の専攻，研究科，他の学院若しくは教育部の専攻又

は学部の授業科目を指定して履修させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院理工系専門基礎科目規程（平成 22 年

海大達第 60 号）に定める授業科目（以下この項及び次条において「理工系専門基礎科目」という。）

のうち，別表（略）に掲げる授業科目以外の理工系専門基礎科目を指定して履修させ，修士課程の単

位とすることができる。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程(平成 12 年海大達

第 24 号)に定める授業科目(次条において「共通授業科目」という。)を指定して履修させ，修士課程

の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあ

っては，当該課程における２年の在学期間を含む。)以上在学し，修士課程において 30 単位以上，博

士後期課程において 10 単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う

博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上

げた者については，大学院に３年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当

該課程における２年の在学期間を含む。)以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程

における２年の在学期間を含む。)」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期間」と，

「３年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年の在学

期間を含む。)」とあるのは「３年(修士課程における在学期間を含む。)」と読み替えて，前項の規定

を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則(昭和 22 年文部省令第 11 号)第 156 条の規定によ

り，大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博

士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10 単

位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年

以上在学すれば足りるものとする。 

４  本学院において教育上有益と認めるときは，理工系専門基礎科目のうち，別表（略）に掲げる授業

科目以外の理工系専門基礎科目を指定して履修させ，第１項の規定により修得すべき単位とすること

ができる。 

５ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定に よ

り修得すべき単位とすることができる。 

   (長期履修) 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間
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にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修(以下「長期履修」という。)を認めることができる。 

２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

   (他大学の大学院等における履修等) 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和 51 年法律第 72 号）第１条第２項に規定する 1972 年 12 月

11 日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）

において学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して 10 単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年

を超えないものとする。 

  (入学前の既修得単位の認定) 

第 10 条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生

が，本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得し

た単位(科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。)又は外国の大学の大学

院若しくは国際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における 授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位

以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して１０単位を超えない範囲において，第６

条第１項又は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

  (履修方法) 

第 11 条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

  (試験) 

第 12 条 各授業科目の試験(以下「科目試験」という。)は，当該授業科目の授業が終了した学期末に行

う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

  (成績の評価) 

第 13 条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の 5 種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

  (学位論文の提出期日) 

第 14 条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

 

  第 4 章 課程修了の認定 

    (課程修了の認定) 

第 15 条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て認定する。 

 

   第５章 特別聴講学生，特別研究学生，委託生及び外国人留学生 

  (特別聴講学生) 
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第 16 条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第 12 条及び第 13 条の規定を準用する。 

  (特別研究学生) 

第 17 条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生

があるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

  (委託生) 

第 18 条 通則第 43 条及び第 44 条の規定による委託生の入学については，教授会の議を経て，許可す

ることができる。 

  (外国人留学生) 

第 19 条 通則第 47 条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，許可すること

ができる。 

 

   附 則 

１ この規程は，平成 17 年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則(平成 17 年海大達第 45 号)附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者(以下「地球環境科学研究科在学者」という。)に係る教育課程の実施及び課程修了

の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学者

に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定める。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程(平成５年海大達第 15 号)は，廃止する。 

   附 則(平成 18 年４月１日海大達第 95 号) 

 この規程は，平成 18 年４月１日から施行する。 

   附 則(平成 19 年４月１日海大達第 140 号) 

１ この規程は，平成 19 年４月１日から施行する。 

２ 平成 19 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第 13 条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

   附 則(平成 19 年 12 月 26 日海大達第 285 号) 

 この規程は，平成 19 年 12 月 26 日から施行する。 

   附 則(平成 20 年４月１日海大達第 83 号) 

１ この規程は，平成 20 年４月１日から施行する。 

２ 平成 20 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年

4 月 1 日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の  別表の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

   附 則(平成 22 年４月１日海大達第 95 号) 

 この規程は，平成 22 年４月１日から施行する。 

   附 則(平成 23 年４月１日海大達第 121 号) 

 この規程は，平成 23 年４月１日から施行する。 
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１５ 予算 

 

   (単位：千円)  

 年度  運営費交付金  

    

 平成 20 年度  9,145  

 平成 21 年度  9,085  

 平成 22 年度  8,920  
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１６ 安全管理 

 

 
実施項目    平成 20 年度   平成 21 年度   平成 22 年度 

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 

防災訓練         5 月 8 日  5 月 8 日    5 月 14 日 

  

実施内容： 化学薬品吸着の取り扱い、ＡＥＤの使用方法、防火・防災に関するスライド

上映、屋内消火栓の操作 防火シャッター・防火戸設備の操作  

  

––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 

安全教育  ４月～５月 ４月～５月 ４月～５月 

  

実施内容： 安全の手引き、安全の手引きＣＤ版、化学物質取扱の手引、安全マニュアル

を活用して安全教育を各研究室単位で実施     

 

 

––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 

職場巡視     –     –  7 月 5 日〜30 日  

 

実施内容：教職員の安全管理に関する意識の高揚を図り、労働災害等の発生を防止するため、

全ての実験室・居室等を対象に実施  
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１７ 国際交流（大学間・部局間交流協定） 

大学間交流協定・部局間交流協定 
 

    

年月日 種別 協定先 備考 

平成 5 年 7 月 14 日 部局間 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校   

平成 7 年 3 月 16 日 部局間 インドネシア共和国パランカラヤ大学  

平成 8 年 2 月 9 日 部局間 連合王国ノッチンガム大学 （～平成 14 年 2 月 6 日） 

平成 9 年 10 月 17 日 部局間 ネパール王国トリブバン大学科学技術研究科  

平成 9 年 11 月 17 日 部局間 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院   

平成 10 年 1 月 16 日 部局間 マレーシアサバ大学科学技術研究科 （～平成 15 年 1 月 15 日） 

平成 18 年 8 月 26 日 大学間 インドネシア共和国パランカラヤ大学   

平成 19 年 6 月 13 日 大学間 スイス連邦工科大学チューリッヒ校   

平成 20 年 7 月 31 日 部局間 中華人民共和国廈門大学海洋科学・環境科学院   

平成 20 年 10 月 1 日 部局間 パキスタンカラチ大学   

平成 20 年 12 月 1 日 部局間 ロシア極東地質学研究所   

平成 20 年 12 月 2 日 部局間 ロシア科学アカデミーシベリア支部・寒冷圏生物研究所   

平成 20 年 12 月 3 日 部局間 ロシア連邦サハ共和国ヤクーツク国立大学   

平成 20 年 12 月 11 日 部局間 インドネシアイスラム大学   

平成 21 年 2 月 18 日 部局間 モンゴル科学アカデミー地理学研究所   

平成 21 年 2 月 18 日 部局間 モンゴル国立大学生態学研究科   

平成 21 年 2 月 19 日 部局間 モンゴル国家気象水文環境監視省水文気象研究所   

平成 22 年 2 月 1 日 部局間 ロシア科学アカデミーシベリア支部メリニコフ永久凍土研究所   

平成 22 年 2 月 1 日 部局間 ロシア科学アカデミーシベリア支部・北方先住民族研究所   

平成 22 年 10 月 24 日 大学間 ネパール王国トリブバン大学   

平成 22 年 10 月 29 日 大学間 中華人民共和国東南大学   

平成 22 年 12 月 13 日 部局間 オランダ王国自由大学   

平成 23 年 1 月 6 日 部局間
ロシア連邦チュメニ石油ガス大学 及び 

ロシア科学アカデミーチュメニサイエンスセンター 
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